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はじめに

はじめに

このたびは、「Pro-Server with Pro-Studio for Windows 」をご採用いただき、誠にあり

がとうございます。

この製品を正しくご使用いただくために、マニュアル類をよくお読みください。

また、マニュアル類は必ずご利用になる場所のお手元に保管し、いつでもご覧いただけるよ

うにしておいてください。

© Copyright 1998-2000 Digital Electronics Corporation. All rights reserved.

おことわり

(1) ｢Pro-Server with Pro-Studio for Windows ｣(以下本製品といいます)の

プログラムおよびマニュアル類は、すべて(株)デジタルの著作物であり、

(株)デジタルがユーザーに対し「ソフトウェア使用条件」に記載の使用権

を許諾したものです。当該｢ソフトウェア使用条件｣に反する行為は、日本

国内外の法令により禁止されています。

(2) 本書の内容については万全を期して作成しておりますが、万一お気づきの

点がありましたら、(株)デジタル「サポートダイヤル」までご連絡くださ

い。

(3) 前項にかかわらず、本製品を運用した結果の影響および第三者のいかなる

請求にも、(株)デジタルは一切責任を負いません。

(4) 製品の改良のため、本書の記述と本製品のソフトウェアとの間に異なった

部分が生じることがあります。最新の説明は、別冊ないし電子的な情報と

して提供していますので、あわせてご参照ください。

(5) 本製品が記録・表示する情報の中に、(株)デジタルおよび/または第三者が

権利を有する無体財産権、知的所有権に関わる内容を含む場合があります

が、これは(株)デジタルがこれらの権利の利用について、ユーザーおよび/

またはその他の第三者に、何らの保証や許諾を与えるものではありません。

商標･商号の権利については｢商標権などについて」をご覧ください。
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商標権などについて/マニュアルの読み方

マニュアルの読み方

商標権などについて

なお、上記商号･商標類で、本書での表記と正式な表記が異なるものは以下の通りです。

本書以外にデータファイルreadme.txtとして補足説明や機能の追加･修正情報が添付されて

いることがありますので、必ずご覧ください。

オペレーション 

マニュアル 

GP 画面作成ソフトを使うためのインストール、

操作手順と機能のすべてを説明します。 

 

タグリファレンス 

マニュアル 

GP の画面上機能を指定する｢タグ｣についてまと

めて説明します。 

 

パーツリスト 

GP 画面作成ソフトにあらかじめ用意されている

パーツと図記号をまとめて説明します。 

 

関

連

商

品

マ

ニ

ュ

ア

ル 

GP

画

面

作

成

ソ

フ

ト

に

同

梱 
PLC 接続マニュアル 

GPと各社のPLCの接続方法について説明します。 

 

本書に記載の社名、商品名は、各社の商号、商標(登録商標を含む)またはサービスマークで

す。本製品の表示・記述の中では、これら権利に関する個別の表示は省略しております。

■マニュアルの構成

本書は「Pro-Server with Pro-Studio for Windows」の使用方法を説明する「Pro-Server

with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」です。

また、関連マニュアル(画面作成ソフト＜GP-PRO/PBⅢ for Windows＞)類は、以下の通り

です。あわせてご覧ください。

商標等 権利者

Microsoft, MS-DOS, Windows, Windows 95,
Windows 98, Windows NT, Windows 2000,
Windowsエクスプローラ, Active X

米国Microsoft社

Intel, Pentium, MMX 米国Intel社

Pro-face (株)デジタル

PC/AT 米国IBM社

FIX32, FIX-MMI, FIX-FA, iFIX 米国Intellution社

本書での表記 正式な表記

Windows 95 Microsoft(R) Windows(R) 95 オペレーティングシステム

Windows 98 Microsoft(R) Windows(R) 98 オペレーティングシステム

Windows NT Microsoft(R) Windows(R) NT オペレーティングシステム

Windows 2000 Microsoft(R) Windows(R) 2000 オペレーティングシステム
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表記のルール

表記のルール

■安全に関する注意表記

本製品のご使用上、安全に関して重要な説明には、以下の表示を添えています。

■説明のための表記

本書では、説明の便宜のため、以下のように表記します。

表記 意味内容

参考になることがら、補足的な説明です。

参照→
関連する説明が掲載されている項目(マニュアル名、章・

節・項)を示します。

＊ 脚注で説明している語句についています。

Pro-Server with 　　　

Pro-Studio for

Windows

GP 側に 2way Ether をダウンロードすることにより、上位

のパソコンからネットワーク(Ethernet)を経由して PLC

データのやりとりができるソフトウェアです。

　画面作成ソフト GP-PRO/PBⅢ for Windows を指します。

PLC
プログラマブル ロジック コントローラ、シーケンサの総

称です。

警 告

注 意

表示 意味内容 

 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可

能性が想定される内容を示します。 

 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損

害の発生が想定される内容を示します。 

 
この表示の説明に従わない場合、機器の異常動作やデータの消失などの不都

合が起こる可能性があります。 

強制 必ず実施していただきたい操作、作業などを表します。 

禁止 決して行ってはならない操作、作業などを表します。 

 

本書は、以下のルールで表記します。

パソコンやWindowsそのものに関することは、パソコンをお買い上げの販売店、メーカーに

お問い合わせください。
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使用上の注意

使用上の注意

■ディスクの取り扱いについて

ディスクの破損･故障を防ぐため、以下の点にご注意ください。

禁止 ・ ディスクドライブのランプが点灯している時は、CD-ROMを取り出さな

いでください。

・ CD-ROMの記録面に手を触れないでください。

・ 極端な高温や低温、湿気やホコリの多い場所にディスクを置かないで
ください。

■本製品の使用について

誤動作や事故の原因となりますので、以下の点にご注意ください。

警告 ・ タッチパネルスイッチやパソコンからのオペレーションは非常停止用

スイッチとして使えません。産業用ロボットほか、労働大臣が指定す

る産業用機械設備の非常停止用スイッチとしては、必ず人間が直接操

作するスイッチを設置することが関係法令で義務づけられています。

また、これ以外の装置設備でも、安全確保のため、必ず同様のスイッ

チを設置してください。

禁止 ・ プログラム使用中に、パソコン本体の電源をOFFしないでください。

・ テキストエディタなどを使用して、本製品のプロジェクトファイルの

中身を変更しないでください。
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梱包内容 / 動作環境

■Pro-Server with Pro-Studio for Windows

動作環境

*1 TCP/IPプロトコルが設定されていないとPro-Serverを起動できません。

ケースには、以下のものが入っています｡ご使用前に必ず確認してください。

梱包内容

■Pro-Server with Pro-Studio for
Windows インストールCD-ROM

■パッキングリスト（日本語/英語）

■ユーザー登録用紙（日本語/英語）

日本語 English

■インストールガイド（日本語/英語）

日本語 English日本語 English

パソコン PC/AT互換機
Pentium133MHz以上
(PC-9800シリーズでは使用できません。)

表示 VGA(640×480)以上 64K色(16ビットカラー)以上推奨

ハードディスク 10Mバイト以上 インストールするために必要なスペース

メモリ 32Mバイト以上 64Mバイト以上推奨

CD-ROMドライブ CD-ROMドライブ必須

Windows95 OSR2以上

Windows98

WindowsNT4.0 サービスバック3以上

Windows 2000

その他ソフトウエア
Microsoft Access 97以上
Microsoft Excel 97以上

アクション・コンテンツ使用時

Windows95対応品

Windows98対応品

WindowsNT4.0対応品

Windows 2000対応品

イーサネットボード 10BASE-2/5/T, 100BASE-T

ネットワーク構成 TCP/IPプロトコル*1 コントロールパネルから設定してください。

その他
イーサネットハブ、
イーサネットケーブルなど

システムで必要な物をご用意ください。

OS
(日本語
または
英語)

マウス マウスは必ず準備してください。

・ イーサネットハブによっては動作しない場合があります。動
作検証を行った上で使用してください。

・ スイッチハブを使用する場合、GPと同時起動すると通信エ
ラーになる場合があります。スイッチングハブを先に起動で
きない場合はGPのスタートタイムを設定してGPの起動を遅
らせてください。
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動作環境

■2Wayドライバ

　◆ハードウェア

動作環境

*1・GP77Rシリーズ拡張ユニットを使用するプロトコルは使用できません。

・GP77Rシリーズでは、イーサネットI/Fユニットを使用するプロトコルも使用できませ
ん。 (三菱 Ethernet、東芝Ethernet、MtoM Ethernet、横河Ethernet)

*2 ・プロトコルのバージョンがV1.2未満でも使用することが可能ですが、書き込みエラー検
出できません。

　◆ソフトウェア

GP-PRO/PBⅢ for Windows（GP画面作成ソフト）＊2

■ OPCサーバー
対応OS

(日本語または英語)
Windows NT
Windows 2000

ハードディスク容量 100Mバイト以上

必要メモリ 64Mバイト以上

GP-477Rシリーズ
GP-577Rシリーズ

GP-377Rシリーズ
GP2000シリーズ
GLC2400シリーズ

GP画面作成ソフト Ver.3.0以上 Ver.4.0以上 Ver.5.0以上

イーサネットI/Fユニット

GP-377Rシリーズ
GP377R-MLTE11
GP377R-MLTE41

GP-477Rシリーズ

GP-577Rシリーズ

GP-2400シリーズ

GP-2500シリーズ

GP-2600シリーズ

GLC2000シリーズ GLC2400シリーズ

GP

GP77Rシリーズ＊1

GP2000シリーズ

GP070-ET11
GP070-ET41
GP077-MLTE41
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このページは、空白です。

ご自由にお使いください。
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1.1 特徴 / 1.2 2Way機能について

1.1 特長

1.2 2Way機能について

1.3 システム構成

1.4 アプリケーションとのインターフェイス

1.5 データ配信の概要

1.6 システム構築手順

Pro-Serverを使ってGP利用のシステム、機器からデータ収集を行うためのシステム構築ま

でを紹介します。

1.1 特長

Pro-Server を使ったシステム構築のためには、GP側に2Wayドライバをダウンロードするこ

とが必要です。2Wayドライバをインストールすると上位のパソコンとネットワーク(イーサ

ネット)を経由してPLCや GPのデータを読み書きすることができます。また、パソコン側に

Pro-Serverをインストールすることにより、市販のアプリケーションやユーザプログラム

で簡単にGPや PLCデータの読み書きができます。

 ・GPは、GP自身の表示や操作を優先的に行いますので、2Way経

由でのデータ読み書きは、GP自身の表示や操作の合間でのみ

処理されます。また、大量のデータを読み書きすると、その

間、GPの表示更新が止まることがありますのでご注意くださ

い。

1.2 2Way機能について

2wayとは、上位のパソコンからネットワーク(イーサネット)を経由してGPや PLCのデータ

を直接アクセスするためのシステムです。各社PLCの通信手順の格差を意識することなく上

位パソコンとデータのやりとりができることが特徴です。

2Way機能を使用するには、Pro-Serverとイーサネット通信が可能なGPが必要です。

第1章　概要
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1.3 システム構成

1.3.2 　内部構成

■　オフライン

パソコン側では、Pro-Studioを使用してネットワークに接続する GPの設定、PLCのデバイ

スにアクセスする時のシンボル名や配信情報を設定します。これらが設定されたファイル

は、ネットワークプロジェクトファイル(*.npj)と呼ばれます。

GP側では、GP-PRO/PBⅢ for Windowsにて、画面データと同時に 2Wayドライバとネット

ワークプロジェクトファイルの情報を GP にダウンロードしておきます。

1.3　　システム構成

1.3.1 外部構成

・Pro-Studioで簡易に PLC デバイス

をシンボルに設定することが可能。

・Excel、SCADAソフト、VBアプリなど

からシンボルを指定してPro-Server

経由でデータの読み書きが可能。

・2 W a y 機能で

P L C プロトコ

ルを翻訳し、

P L C メーカを

問わずに接続

が可能。

Aメーカ PLC Bメーカ PLC Cメーカ PLC

イーサネット

2
W
a
y
機

能

または

パネル

コンピュータ

パソコン内部

・Pro-Studio

・Pro-Server

GP GP GP

GP-PRO/PBⅢ for Windows V.3.0以上

ネットワーク
プロジェクト
ファイル（.npj）

プロジェクト
ファイル（.prw）

・GPシステム
・各種プロトコル
・2Wayドライバ

Pro-Studio

GP

PL

Set upSet upSet upSet upSet up



1-3

1.3 システム構成

■　オンライン

◆Pro-Studio(ネットワークプロジェクトファイル編集設定ソフト)

受配信を行うGPや PLCのデータをシンボルとして登録設定を行うソフトウェアです。物理

的なIPアドレス、PLCのデバイスアドレスなどをシンボル化できます。

◆Pro-Server(アプリケーションとGP間のデータ中継ソフト)

Excel、VB、SCADAソフトなどのアプリケーションからの要求に従ってGPと通信するソフト

ウェアです。

◆2Wayドライバ(GP内蔵型、プロトコルコンバートドライバ)

Pro-Serverからの書き込み、読み込みコマンドに従って、セットアップされている各種PLC

用プロトコルを利用して通信する事により、各種PLC メーカ個別の通信手順を一般化する

通信ドライバです。GP77R シリーズでは画面作成ソフトにて設定を行い、GP 本体へ転送す

る必要があります。GP2000シリーズ、GLC2000シリーズでは初期状態ですでにインストール

されています。

GP2000 シリーズでは、内蔵イーサネットを2WAY ドライバに、拡張GPイーサネットI/Fユ

ニット（GP070-ET41）をPLCとの通信に割り当てることで2階層のイーサネットシステムを

構築できます。

内蔵イーサネットのIPアドレス等の設定は、GPのオフラインモードにて[初期設定]→[動作

環境の設定]→[拡張設定]で行います。

拡張GPイーサネットI/FユニットのIPアドレス等の設定は、GPのオフラインモードにて

[初期設定]→[動作環境の設定]→[動作環境の設定]で行います。

・ オンラインで画面転送すると、GPは一旦転送画面になります。

転送時は、他の通信は止まります。

・ 転送終了後、初期画面に戻りますので運転を再開してください。

Pro-Serverがアプリケーションからの要求にこたえて、ネットワークプロジェクトファイ

ルを参照しながら、GP経由でPLCのデータにアクセスします。

GPには、あらかじめ2WayドライバとPLCに対応したプロトコルをダウンロードしておく必

要があります。

または
Pro-Studio
・CSVファイル
・ネットワーク
  モニタ

パソコン内部

Pro-Server

Excel、SCADA、
MM1など

VB、VC
ﾕｰｻﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

Excelなどに
収集データ
を展開

CSV DDE DLL

PRO/PBⅢ
画面転送

Ethernet (UDP/IP)

GP GP GP GP

PL

Ⅲ

・デバイスモニタ

・ステータスモニタ

I

パネル

コンピュータ パソコン

イーサネット

F I X 3 2 など
SCADA、MMIｿﾌﾄ

Trend-Pro、
Collect-Pro
など

OPC

アクション、
VB、VC
ﾕｰｻﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
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1.3 システム構成

■イーサネットタイププロトコルと2Wayドライバの併用について

GP2000シリーズ、GLC2000シリーズではPLCとの通信に用いるイーサネットタイプの通信プ
ロトコルと2Wayドライバを併用することができます。内蔵イーサネットI/Fのみの場合と拡
張イーサネットI/Fユニットを装着する場合とでIPアドレスやポート番号などの設定が異な
ります。

◆内蔵イーサネットI/Fのみのネットワーク

内蔵イーサネットI/FでPLCとの通信と2Wayドライバによる通信を併用します。この場合、
設定するIPアドレスは1つですが、ポート番号はPLCとの通信と2Wayドライバによる通信
とで別の番号を設定します。

PLCとの通信に用いるイーサネット情報の設定は、GPのオフラインモードでは[初期設定]→
[動作環境の設定]→[動作環境の設定]→[イーサネット情報の設定]で設定します。ただしサ
ブネットマスクとIPルータアドレスは[初期設定]→[動作環境の設定]→[動作環境の設定]→
[イーサネット情報の拡張設定]で設定します。またGP-PRO/PBⅢ for Windowsでは[GPシ
ステムの設定]→[通信の設定]で設定します。

2Wayドライバによる通信に用いるイーサネット情報の設定は、GPのオフラインモードでは
[初期設定]→[動作環境の設定]→[拡張設定]→[イーサネット情報の設定]で設定します。ま
たPro-Studionでは[参加局の登録/編集]で設定します。ただしポート番号のみ[設定]→
[ネットワーク設定]で設定します。

それぞれで設定されたイーサネット情報は下表のように扱われます。

設定項目 PLCとの通信設定 2Wayドライバの設定 備考

IPアドレス ○ ×

サブネットマスク ○ ×

ゲートウェイ
(IPルータアドレス)

○ ×

ポート番号 ○ ○

ポート番号が重ならないように
してください。2Wayドライバは
設定されたポート番号から連続
して10個のポート番号を使用し
ます。

○…設定有効、×…設定無効

これらの設定は1つのイーサネッ
トI/Fに対して1つの値しか設定
できません。
PLCとの通信設定をされていな
い場合は2Wayドライバの設定が
有効になります。
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1.3 システム構成

◆拡張イーサネットI/Fユニットを使用するネットワーク

GPに拡張イーサネットI/Fユニットを装着し、イーサネットI/Fを2つにします。
(GP-2400、GLC2400では拡張イーサネットI/Fユニットは使用できません。)
拡張イーサネットI/FはPLCとの通信に、内蔵イーサネットI/Fは2Wayドライバとの通信に
割り当てられます。
この場合、イーサネットI/Fごとに個別にIPアドレスを設定します。

PLCとの通信に用いる拡張イーサネットI/Fのイーサネット情報の設定は、GPのオフライン
モードでは[初期設定]→[動作環境の設定]→[動作環境の設定]→[イーサネット情報の設定]
で設定します。ただしサブネットマスクとIPルータアドレスは[初期設定]→[動作環境の設
定]→[動作環境の設定]→[イーサネット情報の拡張設定]で設定します。またGP-PRO/PBⅢ
for Windowsでは[GPシステムの設定]→[通信の設定]で設定します。

2Wayドライバによる通信に用いる内蔵イーサネットI/Fのイーサネット情報の設定は、GPの
オフラインモードでは[初期設定]→[動作環境の設定]→[拡張設定]→[イーサネット情報の設
定]で設定します。またPro-Studionでは[参加局の登録/編集]で設定します。ただしポー
ト番号のみ[設定]→[ネットワーク設定]で設定します。

それぞれで設定されたイーサネット情報は下表のように扱われます。

設定項目 PLCとの通信設定 2Wayドライバの設定 備考

IPアドレス ○ ○

サブネットマスク ○ ○

ゲートウェイ
(IPルータアドレス)

○ ○

ポート番号 ○ ○

○…設定有効、×…設定無効

PLCとの通信設定は拡張イーサ
ネットI/Fユニットに、2Wayド
ライバの設定は内蔵イーサネッ
トI/Fに割り当てられます。
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1.4 アプリケーションとのインターフェイス

市販されているアプリケーション(Excelなど)やSCADAソフトやMMIソフト(FIX32など)が、
DDEクライアント機能をサポートしていれば、プログラムレスでデータの交換が可能です。

DDEでリンクが構築されると、Pro-Server内でデータを監視し、値に変化があればクライア
ントに通知します。クライアントから読み込み要求があれば、監視しているデータを渡しま
す。クライアントからの書き込み要求があれば、データを書き込みます。

1.4.1 DDE機能の概要

1.4 アプリケーションとのインターフェイス

■DDE機能

PLC

GP

Pro-
Server

Windows
アプリケーション
(DDEクライアント）

・ Excelのクライアント機能は書き込みをサポートしていないの

で、DDE機能では書き込みができません。Excelでデータの書

き込みを行う場合は、VBA機能を使用してください。
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1.4 アプリケーションとのインターフェイス

Visual Basicや Visual Cなどで作成されたアプリケーションからPro-Serverに対して、

GPを経由してPLCのデータを読み込み/書き込みする関数(API)が DLL で提供されていま

す。読み込み/書き込み共に、処理が終了するまでに他の処理はできません。

1.4.2 簡易 DLL 機能の概要

■簡易DLL による接続

PLC

GP

DLL API

ユーザ
アプリケーション

ユーザ
アプリケーション

DLL API

Pro-Server

・ 通信異常が多く発生する環境でご使用になる場合は、アプリ

ケーションにてリトライしてください。
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1.4 アプリケーションとのインターフェイス

1.4.3 OPCインターフェイス機能の概要

Pro-Server用 OPCサーバーをインストールすることで、OPCクライアント機能を持ったアプ
リケーション(iFIX、Collect-Proなど)が使用できます。

OPC インターフェイス機能はWindows NT、Windows 2000 のみで使用できます。

■OPCインターフェイス機能の概要

���

��

���
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1.4 アプリケーションとのインターフェイス

上位パソコンへ取り込むことができるデータ内容の詳細や取り込み後の表示例につきまして
は、参照→「GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows　タグリファレンスマニュアル」

GP内のバックアップSRAMのデータを簡単に上位パソコンへ取り込むことが可能です。

バックアップSRAM機能を使用できるデータは、ロギングデータ、折れ線グラフデータ、サ
ンプリングデータ、アラームデータ（ログ／ヒストリ）などです。

■SRAMバックアップデータ保存の概要

PLC

GP
ロギング
データ

レシピ
設定
アラーム
データ

1.4.4 SRAMバックアップデータ保存機能の概要
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1.4 アプリケーションとのインターフェイス

1.4.5 アクション機能の概要

指定された条件をトリガにし、ネットワークに参加しているパソコン上の他のアプリケー
ションに任意の動作をさせることができます。これをアクションと呼びます。また、任意
の動作をさせるプログラムをアクションコンテンツと呼びます。

＜アクションコンテンツ内容＞＜アクションコンテンツ内容＞＜アクションコンテンツ内容＞＜アクションコンテンツ内容＞＜アクションコンテンツ内容＞

�Accessデータの自動アップロード（Microsoft Accessが必要）

�Accessデータの自動ダウンロード（Microsoft Accessが必要）

�Excelのブックへデータを書き込む（Microsoft Excelが必要）

�Excelレシピダウンロード（Microsoft Excelが必要）

�GPログデータアップロード

�GPファイリングデータの自動アップロード

�GPファイリングデータの自動ダウンロード

�Mailでデータ送信

�アラームログ（音声通知機能付き）（Microsoft Accessが必要）

�データベースへのアップロード（Microsoft Access/Excelが必要）

�データベースからのダウンロード（Microsoft Access/Excelが必要）

�任意のアプリケーションを起動する

■アクション機能（例）

任意の
アプリケーショを
起動

Excelで
日報、月報
の自動作成

ファイリン
グデータ

Accessで
デバイスの
アップロード/
ダウンロード

GP

トリガ

GP内のCFカード
SRAM/FROMに
ファイリング
データを
ダウンロード/
アップロード

PLC

ファイリング機能

Accessで
アラームログ

アラームデータ

トリガ

GP

PLC

ロギングデータ

バックアップ機能
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1.5 データ配信の概要

上位パソコンやPro-Serverが無くても、Pro-Studioで設定した配信設定ファイルをGPに
転送しておけば、各GP間で接続されたPLCのデバイス情報を任意のタイミングやイベント
で相互に配信し、PLCのメーカの違いを意識せずデータを共有できます。

Pro-Studioで設定したデバイスのデータを設定されたトリガ条件に従って、GP内部の2Way
ドライバでPLCメーカ固有のプロトコルに翻訳し、PLCからデータを収集して上位パソコン
へ配信します。この時、Pro-Serverをインストールしたパソコン上のメモリに、一旦保存
する機能があり、この機能を使用するとアプリケーションはPro-Serverの内部メモリを参
照するだけで良いので、ネットワーク負荷を軽減できます。Pro-Serverの内部メモリにシ
ンボルを登録する方法は、参照→ 3.2 シンボルの設定

1.5.1 上位へのデータ配信

1.5 データ配信の概要

1.5.2 GP間でのデータ配信

GP GP GP

AメーカーPLC BメーカーPLC CメーカーPLC

Proｰ
Serverの

LS領域

GP GP GP

AメーカPLC BメーカPLC CメーカPLC

アプリ
ケーション

(参照)

A

A

B

C

B C

A

C

B

A B C

トリガ トリガ トリガ
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1.6 システム構築手順

Pro-Studioで設定/保存

Pro-Studioでネットワークプロジェクトファ
イルを開き、設定し、保存します。

Pro-Serverを運転するまでの手順を説明します。既にパソコンにはGP-PRO/PBⅢ for
Windows がインストールされているものとします。

Pro-Server with Pro-Studio for

Windows インストール
ハードディスクに Pro-Server with Pro-

Studio for Windows をインストールします。

参照→2.1 インストール方法

GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windowsで

作画作成/保存

GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windowsプロジェクトファ
イルを開き、GP台数分のプロジェクトファイ
ルを作成し、保存します。

Pro-Studio を起動
Pro-Studioを起動します。

GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windowsを起動

GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windowsを起動します。

運転
GP とパソコンをネットワーク接続します。パソ

コン側アプリケーションと Pro-Serverを動かし

ます。

GP へ転送
プロジェクトファイル/ ネットワークプロジェ

クトファイル/GP システムをGP へ台数分1 台

ずつ転送します。

参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows

オペレーションマニュアル」

参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows

オペレーションマニュアル」

参照→ 2.2 起動から終了まで

参照→ 2.2 起動から終了まで

第3章 オペレーション

参照→ 4.1 GP へ転送

「GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ     for Windows

オペレーションマニュアル」

参照→ 2.2 起動から終了まで

第5 章　モニタリング

1.6 システム構築手順
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2.1 インストール方法

2.1 インストール方法

2.2 起動から終了まで

2.3 画面の名称と概要

Pro-Server with Pro-studio for Windowsのインストールと基本操作について、説明しま

す。

2.1 インストール方法

CD-ROMからパソコンのハードディスクにPro-Server with Pro-Studio for Windowsをイン

ストールします。パソコンには既にWindowsが組み込まれているものとして説明します。

強制 ・ インストールを開始する前に、インストーラ以外のすべて

のプログラムを終了させてください。通常のアプリケー

ションはもちろん、常駐型プログラム(ウィルス検出ソフト

など）も、忘れずに終了(常駐解除)させてください。

 単にマスタCD-ROM をコピーし

ただけでは、Pro-Server with Pro-

Studio for Windows をインストール

したことにはなりません。必ずインス

トール用プログラムを使って（手順②の

操作で）インストールしてください。

② [スタート]ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して

実行(R)]を選択します。

① CD-ROM を CD-ROM ドライブに入れます。

NOTEOPERATION

③「X:¥2WSetup.exe」と入力し[O.K]をクリックします。

(X にはCD-ROM ドライブ名を入力します)

通常は、CD-ROM を CD-ROM ドライブに入

れるだけで自動スタートします。

第2章　基本操作

・ 以前のバージョンのPro-Server with Pro-Studioがインス

トールされている場合は、必ずインストール前に以前の

バージョンのPro-Server with Pro-Studioをアンインス

トールしてください。
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2.1 インストール方法

④ 言語を選択する画面が表示されます。(日本語・英語)の

どちらかを選択します。

④ シリアル番号などを入力する画面が表示されます。すべ

て正しく入力し、[次へ]を選択します。

NOTEOPERATION

③ Setup プログラムが起動します。[Pro-Server と Pro-

Studio のセットアップ]を選択してください。
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2.1 インストール方法

以下、画面の指示にしたがって作業を進めてください。

キーコードは、”-”も含めてすべて

入力してください。

④ KEY CODE を入力する画面が表示されます。CD-ROM ケー

スの裏に印刷されているKEY CODE を入力し、[次へ]を

選択します。

NOTEOPERATION

「2WSetup.exe」では、Pro-Server with Pro-Studio for Windows以外に、以下のものが起

動できます。

◆ GP-PRO/PB Ⅲ for Windows 用 2Way ドライバのアップデート

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.5.0には、Pro-Server with Pro-Studio for Windows Ver.3.0用

の2Way ドライバがインストールされていますので、アップデートの必要はありません。

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.5.0未満をご使用の場合には、Pro-Server with Pro-Studio

for Windows Ver.3.0用の2Wayドライバにアップデートしてください。

◆ OPC のセットアップ

サーバー用とクライアント用があります。

サーバー用はPro-Serverを使用するパソコンにインストールしてください。

◆ チュートリアル

Pro-Studioでの各種設定などがHTMLファイルで説明されています。
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2.2 起動から終了まで

2.2 起動から終了まで

① [スタート]ボタンをクリックし、[プログラム(P)]→

[Pro-Server with Studio]→[Pro-Studio]を選

択します。

NOTEOPERATION

② メイン画面が表示されます。

左側にネットワークに参加させるGPの一覧、右側に

各GPに登録されたシンボルの一覧が表示されます。

システムを構築するための各種設定を行います。

エクスプローラから開きたいネット

ワークプロジェクトファイル（*.npj）

をダブルクリックするとPro-Studio

が起動します。

Pro-Studioの起動から終了までの操作の流れについて説明します。

■Pro-Studioの起動

パソコンの電源をONにし、Windowsのデスクトップが表示されている状態から説明します。

2.2.1 Pro-Studioの基本操作

 Pro-Studio を先に起動する

と自動的にPro-Server も起動常駐し

ます。Pro-Serverが起動している場合

は、タスクバー右にPro-Server のア

イコンが表示されます。

 Pro-Server を終了すると、

自動的にPro-Studio も終了します。

Pro-Serverのみを起動したい場合は、[ス

タート]ボタンをクリックし、[プログラ

ム(P)]→[Pro-Server with Studio

]→[Pro-Server]を選択します。
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2.2 起動から終了まで

■ネットワークプロジェクトファイルを作成する

ネットワークプロジェクトファイル（*.npj）は、ネットワーク参加局/シンボル/配信な

どの設定情報が格納されているファイルです。

◆新規ネットワークプロジェクトを作成する

NOTEOPERATION

① メニューバーより[ファイル(F)]の[新規作成(N)]を選択

します。
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2.2 起動から終了まで

NOTEOPERATION

① メイン画面より[ファイル(F)]の[開く(O)]をクリックし

ます。

■ネットワークプロジェクトファイルを開く・保存する
メイン画面を開いている状態からの説明をします。ネットワークプロジェクトファイルの開

き方、閉じ方、保存のしかたについて示します。

◆ネットワークプロジェクトファイルを開く

② ファイル名を指定し、[開く(O)]をクリックしてください。

③ 指定されたネットワークプロジェクトファイルが開きま

す。
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2.2 起動から終了まで

NOTEOPERATION

① メニューバーより[ファイル(F)]の[アプリケーションの

終了(X)]を選択します。

現在開いている画面に変更を加え

た後、保存せずに画面を終了しよ

うとすると、保存するかどうかの

問い合わせがあります。[はい]をク

リックすると、上書き保存して終

了します。[いいえ]をクリックする

と、追加作業分を保存せずに終了

します。

2.2.2 Pro-Studioの終了

Pro-Studioの終了操作の流れについて説明します。

◆ネットワークプロジェクトファイルを保存する

NOTEOPERATION

① メイン画面より[ファイル(F)]の[上書き保存(S)]/[名前
を付けて保存(A)]をクリックします。

② [上書き保存(S)]を選択した場合は、そのまま保存されま
す。[名前を付けて保存(A)]を指定した場合のみ、以下の
ダイアログが表示されます。ファイルを指定して保存し
てください。

 Pro-Server を終了しますと、

自動的にPro-Studio も終了します。

すべての通信を終了させる場合には、必

ずPro-Server を終了させてください。
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2.2 起動から終了まで

① [スタート]ボタンをクリックし、[プログラム(P)]→[Pro-

Server with Pro-Studio]→[Pro-Server]をクリッ

クします。

NOTEOPERATION

② Pro-Serverが起動すると、タスクバー右にアイコンが表

示されます。

パソコンの電源をONにし、Windowsのデスクトップを表示してからの操作を説明をします。

■Pro-Serverの起動

2.2.3 Pro-Serverの起動と終了

 Pro-Studio が起動すると

自動的にPro-Server も起動します。

■Pro-Serverの終了

① Pro-Server を手動で終了される場合は、タスクバー右に

あるアイコンを右クリックします。

NOTEOPERATION

② [終了]を選択します。

 Pro-Server を終了しますと、

自動的にPro-Studio も終了します。

DDEでPro-Serverを使用中のアプリケー

ションがある場合は、終了前に警告を表

示します。
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2.3 画面の名称と概要

2.3 画面の名称と概要

Pro-Studioのメイン画面各部の名称と役割を説明します。

a.タイトルバー

c.ツールバー

b.メニューバー

e.ネットワークプロジェクト情報 f.詳細情報

d.ステータスバー

a. タイトルバー

開いているネットワークプロジェクトファイル(*.npj)名が表示されます。

b. メニューバー

Pro-Studioを操作するためのメニューが表示されています。マウス、またはキーボード

で選択するとプルダウンメニューが表示されます。

c. ツールバー

よく使用するコマンドが、アイコン表示されています。クリックすると、コマンドが実

行できます。

d.ステータスバー

操作に関するメッセージなどが表示されます。

e.ネットワークプロジェクト情報一覧

開かれているネットワークプロジェクトファイルの内容がツリー構造で一覧表示されま

す。

f.詳細情報

ネットワークプロジェクト情報一覧で選択されている各種一覧、参加局、シンボルやア

クションなどの詳細な情報が表示されます。
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このページは、空白です。

ご自由にお使いください。
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3.1 ネットワーク参加局の設定

3.1 ネットワーク参加局の設定

3.2 シンボルの設定

3.3 配信の設定

3.4 アクション機能

3.5 DDE機能

3.6 VBA/VC補助

3.7 SRAMバックアップデータ保存機能

3.8 セキュリティ機能

3.9 システムの設定

3.10 ネットワーク設定

3.11 印刷

本システムで使用する各種設定項目の設定方法について紹介します。

NOTEOPERATION

局名、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、PLCタイプなどを設定します。GP-

PRO/PBⅢ for Windowsのプロジェクトファイル(*.prw)を選択すると、プロジェクト名が

局名に入り、PLCタイプも自動的に選択されます。配信情報をGPからパソコンに送る場合

は、パソコンも参加局として登録する必要があります。

メイン画面を開いている状態から説明します。

① メニューバーより[編集(F)]の[参加局の登録]を選択し

ます。

右画面を右クリックして[参加局の登

録]を選択することもできます。

3.1 ネットワーク参加局の設定

第3章　オペレーション
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3.1 ネットワーク参加局の設定

③ 登録が完了しましたら、ネットワーク局リストに局名が

追加されます。

NOTEOPERATION

ウィンドウ右画面に選択されている

ネットワーク登録局の詳細設定が表示

されます。

② [ネットワークへの新規登録]画面が表示されます。設定を

行い、[OK]をクリックしてください。

[ゲートウェイ]は、必要な場合のみ設定を行ってください。

[IPアドレス]は、重ならないように設定してください。

使用するGP-PRO/PB Ⅲ for Windows
のプロジェクトファイル(*.prw)を選
択できます。
また、Pro-Studio のメイン画面上に
エクスプローラからドラック/ドロッ

プで持ってくることもできます。

局名とはネットワーク内で通信を行
う交信者（通常GPやパソコン）の
名前です。

その名前の付け方には、以下の制約
があります。

・半角31文字以内。

・全角文字もしくは、アルファベッ
トから始まらなくてはいけませ
ん。

・使用できる文字は、全ての全角文
字、半角アルファベット（大文
字、小文字の区別はなし）、半角
数字、_（アンダーバー)、および
アスキーコードで80ｈ以上の文

字。

前頁の続きを説明します。

登録した後に設定を変更したい場合は、局名(トピック)を右クリックし[参加局の編集]or

[参加局の削除]を選択するかまたは、メニューバーより[編集(F)]の[参加局の編集]or[参

加局の削除]を選択してください。

・ 　　　　　をクリックすると登録されている順番に局の編集

ができます。登録されている最後の局の場合は、　　をクリッ

クすると「追加モード」に切り替わり、新たに局が追加され

ます。
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3.2 シンボルの設定

3.2 シンボルの設定

② [シンボルの登録]画面が表示されます。すべての項目の設

定を行い、[OK]をクリックしてください。

① 登録された参加局を選択した後にメニューバーより[編集

(F)]の[シンボルの登録]を選択します。

NOTEOPERATION

③ 登録が完了しましたら、ウィンドウ右画面に登録された

内容が表示されます。

＜グローバルシンボル＞

グローバルを選択すると登録されて
いる局すべてに対して、同じシンボ
ルが登録されたことになります。

ただし、シンボルに指定されている
デバイスアドレスに相当するデバイ
スアドレスが、登録局に存在しない
場合は無視されます。

＜ポーリング周期＞

DDEで読み出す場合のポーリング周
期です。

各シンボルのデータ収集や書き込み
処理および、配信機能、デバイスモ
ニター機能のポーリング周期は、使
用する環境条件(GPの台数、画面上
のタグ数、PLCとの接続形態、
Windows上で同時に動作しているア
プリケーションの量)などによって、
設定した同期では動作しない場合が
あります。同期[0]に設定すると可
能な限り高速に動作しますので、こ
れで実力値を把握し、システムを
チューニングしてください。

シンボル名の付け方には以下の制約

があります。

・半角31文字以内。

・全角文字もしくは、アルファベッ
トから始まらなくてはいけませ
ん。

・使用できる文字は、全ての全角文
字、半角アルファベット（大文
字、小文字の区別はなし）、半角
数字、_（アンダーバー)、および
アスキーコードで80ｈ以上の文
字。

まず、”デバイスアドレス”を選択
してください。ここで、デバイスア
ドレスを自動的にシンボル名として
登録することができます。

シンボル名、デバイスアドレス、データタイプ、ポーリング周期を設定します。

内部的には、デバイスアドレスからGP内部で使用するデバイスコードに変換します。

ポーリング周期は、DDEで読み出された際に、Pro-Serverが GPに対してポーリングする周

期です。GP-PRO/PBⅢ for Windowsからエクスポートされたシンボルをインポートする事も

できます。シンボルは参加局に設定します。メイン画面を開いている状態から説明します。

登録した後に設定を変更したい場合は、シンボル名(右画面)を右クリックし[シンボルの編

集]or[シンボルの削除]を選択するかまたは、メニューバーより[編集(F)]の[シンボルの編

集]or[シンボルの削除]を選択してください。
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3.2 シンボルの設定

3.2.1 シンボルインポート

GP-PRO/PBⅢ for Windowsで作成したシンボル（*.lbe）をインポートして使用できます。

また、他のネットワークプロジェクトファイル(*.npj)からエクスポートしたシンボル

（*.2ws）や三菱電機（株）製Windows版 GPP機能ソフトウェアのコメントデータ（*.csv）

も取り込めます。

② 以下のダイアログボックスが表示されます。インポートす

るファイルの種類を選択し、ファイルを指定して[開く

(O)]をクリックします。

① メニューバーより[ツール(T)]の[シンボルのインポート]

を選択します。

NOTEOPERATION

参加局を右クリックして[シンボルのイ

ンポート]を選択することもできます。

③ 以下のダイアログボックスが表示され、シンボルがイン

ポートされます。
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3.2 シンボルの設定

3.2.2 シンボルエクスポート

作成したシンボルをGP-PRO/PBⅢ for Windowsで使用できるファイル形式(*.lbe)にエクス

ポートできます。また、他のネットワークプロジェクトからインポートできるファイル形式

(*.2ws)にエクスポートすることもできます。

② 以下のダイアログボックスが表示されます。エクスポート

するファイルの種類とファイル名を設定し、[エクスポート

開始]を選択します。

① メニューバーより[ツール(T)]の[シンボルのエクスポー

ト]を選択します。

NOTEOPERATION

参加局を右クリックして[シンボルのエ

クスポート]を選択することもできます。

③ 以下のダイアログボックスが表示され、シンボルがエク

スポートされます。



3 - 6

3.2 シンボルの設定

3.2.3 GLC シンボルのインポート

GP-PRO/PBⅢ for Windowsのプロジェクトファイル(*.prw)で設定されているGLCシンボル

を取り込んでシンボルとして設定できます。

② メニューバーより[ツール(T)]の[GLCシンボルのインポー

ト]を選択します。

① ネットワーク参加局からGLC シンボルをインポートする

参加局を選択します。

NOTEOPERATION

G L C シンボルをインポートする

参加局には、プロジェクトファイルを正

しく設定されている必要があります。

③ 以下のダイアログボックスが表示され、GLC シンボルが

インポートされます。

インポートするプロジェクトファイルは、

GP-PRO/PB Ⅲ for Windows にて転送準

備が完了している必要があります。

インポートしたGLCシンボルの編集、削

除はできません。
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3.3 配信の設定

3.3 配信の設定

各局のGPが、定周期またはトリガ条件成立時に配信するデータと、データを受信するGPま

たはパソコンのデータ格納先を設定します。

設定した配信情報は、ネットワークプロジェクトファイルをGP に転送することで有効にな

ります。

メイン画面を開いている状態から説明します。

① 登録された参加局を選択した後にメニューバーより[編集

(F)]の[配信情報の登録]を選択します。

NOTEOPERATION

② [配信元の選択]ダイアログボックスが表示されます。デー

タの配信元となる局を選択し、[OK]をクリックします。

配信情報一覧を右クリックして[配信情

報の登録]を選択することもできます。
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3.3 配信の設定

前頁の続きを説明します。

④ 詳細設定を行う場合は、[配信情報の詳細設定]が表示され

ますので、設定をして[OK]を選択します。

NOTENOTENOTENOTENOTEOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATION

一斉同報を使用すると、配信データ
に無関係な装置にも負荷をかけま
す。

配信方法 レスポンスチェック
個別配信 あり(デフォルト) なし
一斉配信 あり なし

登録した後に設定を変更したい場合は、タイトルを右クリックし[配信の編集]or[配信の削
除]を選択するかまたは、メニューバーより[編集(F)]の[配信の編集]or[配信の削除]を選
択してください。

複数のGPを同時に起動した場合など、配信先GPが起動する前に配信が実行されると、配信
先GPにエラーが表示されます。リトライ回数を設定することで、同時起動時の不要なエラー
表示を回避できます。

通信異常が多く発生する環境で使用する場合は、リトライ回数を設定することで不要なエ
ラー表示を回避できます。

③ [配信情報]ダイアログボックスが表示されます。すべての

設定を行い、[OK]をクリックしてください。詳細設定を行

う場合は、[詳細設定]をクリックします。

各機能の詳細説明は、

参照→ Pro-Studio ヘルプ

大量のデータを配信すると、その間、
GPの表示更新が止まりますので、ご
注意ください。

また、一度に配信できるデータ量は
PLCによって異なります。一度に配信
できるデータ量は、それぞれのPLC
のマニュアルで確認してください。

<配信データ数の範囲>
　ビットデータ： 1～16
　ビットデータ以外： 1～255

１つの「配信情報」に対して、最大
３つの「シンボル名」を登録できま
す。

配信局と受信局のシンボルは、同一の
データタイプでないと選択できません。
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3.3 配信の設定

3.3.1 配信情報のエラーチェック

② 以下のダイアログボックスが表示されます。

① メニューバーより[ツール(T) ]の[配信情報のエラー

チェック]を選択します。

NOTEOPERATION

ネットワークプロジェクトファイルを保

存する時は、自動的にチェックを実行し

ますが、その場合ファイルサイズは表示

されません。

以下のような場合にエラーとなります。

配信情報設定後に

・シンボルのデータタイプを変更した場合

・シンボルの名前を変更/ 削除した場合

・参加局の名前を変更/ 削除した場合

エラーが出た場合、ネットワークプロ

ジェクトファイルをGP に転送できなく

なります。

配信設定されているシンボル及びそのシ

ンボルを設定した参加局を編集、削除し

ないでください。

配信情報の最大合計サイズは64K バイト

です。

配信情報設定後にシンボル名や参加局の削除やシンボルのデータタイプを変更された場合、

エラーを表示します。正常であれば、GP にダウンロードされる時のファイルサイズを表示

します。このファイルサイズ分、GP画面領域を使用します。メイン画面を開いている状態

から説明します。
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3.4 アクション機能

アクション機能を使用すると、配信情報を受け取った受信局(Winodws搭載コンピュータの

み)に任意の動作(アクションコンテンツと呼びます。)をさせることができます。

アクション機能を使用するためには、まずアクション機能を登録する必要があります。

登録されたアクション機能は、[配信設定]ダイアログボックスにてシンボル名の代わりにア

クション名を指定することで使用できます。

3.4.1 アクション登録

② [アクションの編集]ダイアログボックスが表示されます。

プルダウンメニューからアクションコンテンツを選択し、

アクション名を設定します。

① メニューバーより[編集(E)]の[アクションの登録]を選

択します。

NOTEOPERATION

ユーザーアクションコンテンツを使用す

るには、レジストリに登録する必要があ

ります。新たにアクションコンテンツを

登録する場合は、[コンテンツのレジスト

リ登録]を選択してください。

アクション機能の登録について説明します。

③ [パラメータの設定]を選択すると、選択されたアクショ

ンコンテンツごとの詳細設定を行うダイアログボックス

が表示されます。

< アクションコンテンツ>

アクションコンテンツとは、配信情報を

受け取った受信局に任意の動作をさせる

プログラムを指します。

アクションコンテンツを使用するために

は、あらかじめアクションコンテンツを

インストールする必要があります。参照

→2.1 インストール方法
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3.4 アクション機能

3.4.2 アクション・コンテンツ

アクション・コンテンツを設定する方法について説明します。

[アクション登録]ダイアログボックスで[パラメータの設定]を選択し、ダイアログボックス

を表示した状態から説明します。

① 以下の画面が表示されます。

NOTEOPERATION

起動するアプリケーション名を入力して

ください。ユーザー様にて作成されたア

プリケーションでも構いません。

■「任意のアプリケーションを起動する」の場合

起動オプション及び配信データをパラ

メータとして使用したい時は、それぞれ

入力、チェックを行ってください。
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3.4 アクション機能

NOTEOPERATION

ブック名と保存先を指定してください。

■「Excelのブックへデータを書き込む」の場合

常に新規ブック作成の場合は上側に

チェックを、履歴などデータ追加を行う

場合は下側にチェックをしてください。

① 以下の画面が表示されます。

既存のテンプレートを指定したい場合

は、「テンプレートあり」を指定して、そ

のテンプレート名（拡張子.xlt）を指定

してください。

シート書き込みパターン及び書き込みセ

ル範囲を指定してください。

[範囲参照］をクリックすると、Excel上

で範囲指定ができます。

②　上記画面で[次へ］をクリックすると、下のダイアログ

が表示されます。

[Excel の表示]をチェックしておくと、

トリガ条件成立時に、Excel が自動的に

起動し、書き込みデータが参照できま

す。

ただし、書き込みが終了してから一定期

間で自動的に終了します。

[タイムスタンプあり]を指定すると、配

信された時刻が書き込まれます。

書き込まれたデータを印刷する場合に選

択します。印刷するタイミングは［毎回

印刷］と［シート毎印刷］から選びます。
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■「アラームログ（音声通知機能付き）」の場合

配信データを利用することにより,異常履歴を自動的に保存するとともに、Pro-Serverで

音声を鳴らしたり、メッセージを表示させたりできる機能です。

予めMicrosoft Accessにて、以下の内容のテーブルを作成しておき、アクションの設定で

このテーブル指定をすることにより、配信データとKey_Codeを比較し、テーブル内で指定

された内容を実行します。

mdbファイル名： Alarm.mdb

テーブル名：温度異常_TBL

①　下記の画面が表示されます。

NOTEOPERATION

予め作成しているmdbファイルの

テーブル及びフィールドを指定して

ください。

mdb ファイル：

(例の場合：Alarm.mdb）　

テーブル名：

(例の場合：温度異常_TBL）

ロギング数：

履歴させる数を入力してください。

オーバーすると古いデータから削除さ

れます。

KEYフィールド：

KEY フィールドを指定してください。

テーブル指定後、自動的にテーブル

内のフィールドが表示されます。

(例の場合：Key_Code）

Wav フィールド：

音声フィールドを指定してください。

テーブル指定後、自動的にテーブル

内のフィールドが表示されます。

(例の場合：Wav）

表示するフィールド：

表示させるフィールドを選択してく

ださい。テーブル指定後、自動的に

テーブル内のフィールドが表示され

ます。

(例の場合：DISP1,DISP2 ）

Key_Code WAV DISP1 DISP2

1 1号機.Wav 1号機 高温度

2 2号機.Wav 2号機 低温度

3 3号機.Wav 3号機 高温度

Wavファイルを設定して
ください。

アクション機能起動時、パソコン
上に表示させたいメッセージを入
力してください。
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■「GPログデータアップロード」の場合

読み出し元を指定することにより、配信局のSRAM、CFカードからバックアップデータをオン

ラインで読み出すことができます。

保存形式にXLS形式を選択する場合は、Microsoft Excelがインストールされている必要が

あります。

NOTEOPERATION

①　下記の画面が表示されます。

読み出し元：

読み出し元を選択してください。　

＜ラジオボタン＞

SRAM、CF カードの 2 種から選択でき

ます。

読み出すデータ選択：

読み出すデータを選択してください。

＜リストボックス＞

以下のデータが読み出せます。

��ロギングデータ

��折れ線データ

��サンプリングデータ

��アラームヒストリーデータ

��アラームログデータ

��アラームブロック1

��アラームブロック2

��アラームブロック3

テンプレート情報：

テンプレートのあり・なしを指定しま

す。＜ラジオボタン＞

テンプレートありを指定した場合は、

テンプレートのドライブ・フォルダ及

びテンプレートファイル名を指定して

ください。

保存先：

保存先を指定してください。（ドライブ

フォルダ）

保存ファイル名：

保存ファイル名を指定してください。

デフォルト値として、%Y%M%D%h%m%s

（年月日時分秒）が設定されています。

保存形式：

Excelファイル形式（.xls）とテキスト

　ファイル形式（.csv）があります。

　＜チェックボタン＞

保存方法：

保存方法を選択してください。　　　

＜ラジオボタン＞

��常に新規ブックを作成

��データ追加
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3.4 アクション機能

■「GPファイリングデータの自動ダウンロード」の場合

ファイリングデータを自動的に書き込みできる機能です。書き込み先を指定することによ

り、配信局のSRAM、CFカード、内部メモリ(FROM）へファイリングデータを書き込みするこ

とができます。

ダウンロードは一旦GPよりアップロードされたデータしかダウンロードできません。アッ

プロードしたデータの変更のみ可能で、追加、削除はできません。

内部メモリ（FROM)、CFカードへの書き込み中は、GPが一旦転送画面になります。転

送時は他の通信は止まります。転送終了後、初期画面に戻りますので運転を再開して

ください。

①　下記の画面が表示されます。

NOTEOPERATION

保存先：

書き込み元データの保存先を指定して

ください。(ドライブ・フォルダ）

ファイル名：

書き込みする元ファイル名を指定して

ください。拡張子（.bin/.xls）

書き込み先：

書き込み先を選択してください。　

＜ラジオボタン＞

②　上記画面で[次へ］をクリックすると、下のダイ

アログが表示されます。

書き込みパターン：

読み込んだデータの書き込み方向を

選択してください。＜ラジオボタン＞

書き込み範囲選択：

読み込んだデータの書き込み範囲を

選択してください。＜ラジオボタン＞

NOTEOPERATION

前頁の説明の続きを行います。

CSV形式ではテンプレート、書き

込みパターンの指定はできません。書き

込み方向Z型、書き込み範囲限定なし、項

目名なし、タイムスタンプなしの固定に

なります。
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3.4 アクション機能

■「GPファイリングデータの自動アップロード」の場合

NOTEOPERATION

①　下記の画面が表示されます。

ファイリングデータを自動的に読み込みできる機能です。読み出し元を指定することによ

り、配信局(GP)の SRAM、CFカード、内部メモリ(FROM）からファイリングデータを読み出す

ことができます。

内部メモリ(FROM）から読み出し中は、GPが一旦転送画面になります。転送終了後、

初期画面に戻りますので運転を再開してください。

読み出し先：

読み出し先を選択してください。　

＜ラジオボタン＞ SRAM、CF カード、

内部メモリ（FROM)の 3 種から選択で

きます。

保存先：

保存先を指定してください。(ドライ

ブ・フォルダ）

保存ファイルの形式：

Excel ファイル形式(.xls)とバイナ

リーファイル形式(.bin ＝ GP-PRO/PB

Ⅲ for Windows データ互換）があり

ます。＜チェックボタン＞

保存ファイル名（GP- P R O / P B Ⅲ f o r

Windows のフォルダ名）：

保存ファイル名を指定してください。

デフォルト値として、%Y%M%D%h%m%s

（年月日時分秒）が設定されています。

CF カードの場合、複数の

ファイルが存在するため、

ファイルNo. は配信データ

にて指定します。例えば、

F00002.BIN ファイルの場

合は2 を配信します。
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■「Accessデータの自動アップロード」の場合

予めMicrosoftAccessにて、以下の内容のテーブルを作成しておき、アクションの設定にてこのテー

ブル指定をすることにより、配信データとKey_Code として比較し、テーブル内で指定された内容に

従ってデバイスを読み出します。

（例）このmdb ファイル名をBIBLIO.mdb とします。

NOTEOPERATION

①　以下の画面が表示されます。

＜MicrosoftAccessのテーブル構成(例）：MAIN_TABLE＞

Key_Code mdb(ファイル名）
TBL(データベー
ステーブル名）

1 テーブル1

2 テーブル2

3 テーブル3

同一mdbファイルの場合
はブランクでも良い

テーブル内容に従っ

て、PLCデバイスデー

タの読み込みを行い、

データ領域（例の場

合は1、2、3・・・と

カンマ区切りで、1

フィールドに）で書

き込まれる。

NODE(局名）
SYMBOL

(シンボル名）

TYPE
(データタイプ)

DATA
(データ）

NUMBER
(個数）

_GP1 D1000_WORD 2 1,2,3,4,5 5

_GP1 D1010_WORD 2 7

_GP2 DM1000_WORD 2 5

データベーステーブル名(例：テーブル1）

アクセスファイル：

参照するアクセスファイルを指定

してください。（ドライブ・フォルダ）

保存先：

保存するアクセスファイルを指定

してください。（ドライブ・フォルダ）

保存ファイル名：

保存mdb ファイル名を指定してくだ

さい。デフォルト値として、

%Y%M%D%h%m%s（年月日時分秒）が設

定されています。

（mdb）ファイル名：

参照mdbファイルを指定してください。

（例の場合：BIBLIO.MDB）

テーブル名：

参照テーブルを選択してください。

mdb ファイルを指定すると、自動的に

mdb 内のテーブルが表示されます。

（例の場合：MAIN_TABLE）
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3.4 アクション機能

■「Accessデータの自動ダウンロード」の場合

予めMicrosoftAccessにて、以下の内容のテーブルを作成しておき、アクションの設定にてこのテー

ブル指定をすることにより、配信データとKey_Code として比較し、デバイスデータをテーブル内に

読み出します。

＜KEYマスタテーブルタイプ別＞

Key_Code mdb(ファイル名）
TBL(データベー
ステーブル名）

1 c:¥ACCESSDEMO.mdb テーブル1

2 c:¥ACCESSDEMO.mdb テーブル2

3 c:¥ACCESSDEMO.mdb テーブル３

4 c:¥ACCESSDEMO.mdb テーブル４

5 c:¥ACCESSDEMO.mdb テーブル５

NODE(局名）
SYMBOL

(シンボル名）

TYPE
(データタイプ)

DATA
(データ）

NUMBER
(個数）

_GP1 D1000_WORD 2 10,20,30 3

_GP2 DM1000_WORD 2 15,25,35 3

_GP3 D1000_WORD 2 30,40,50 3

カンマで区切る

NOTE

アクセスファイル：

アクセスファイル名を指定してくだ

さい。（ドライブ・フォルダ）

mdb ファイル：

mdb ファイルを指定してください。

テーブル：

テーブルを選択してください。

KEYマスタテーブルタイプ

別が入っているmdbファイ

ルを選択してください

OPERATION

①　下記の画面が表示されます。
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3.4 アクション機能

■Excelレシピダウンロード

Microsoft Excel のシートに記述されたデータを指定されたデバイスアドレスに書き込みます。書き

込むデータを指定するMicrosoft Excel シートは以下2種類から選べます。

配信データは、必ず16ビットとしてください。

◆段取り替え［1シート］の場合の例

配信データとBlock No.が一致するとその例のデータが［Address］で指定されたデバイス

アドレスに書き込まれます。指定できるデバイスアドレスは1つのみです。［Item］には

［Address］で指定された先頭アドレスから連続して書き込むワード数を指定します。（最大

10000ワード）

◆段取り替え［複数シート］の場合

配信データとシート No.が一致するとそのシートのデータが［Address］で指定されたデバ

イスアドレスに書き込まれます。複数のデバイスアドレスを指定することも可能です。

［Item］には［Address］で指定された先頭アドレスから連続して書き込むワード数を指定し

ます。

Block 4

Block Name 1 2 3 4

Address D100 D200 D300 D400

Item 7 5 2 2

Data Type 2 2 2 3

1 2 3 4

2 4 4 4

2 5

3 6

4 7

5

7

Block 3

Item 6

Address D108

Data Type 2

Block1 Block2 Block3

1 12 21

13 2 6

18 7 3

8 17 10

22 9 14
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3.4 アクション機能

NOTEOPERATION

前頁の説明の続きを行います。

① 下記の画面が表示されます。 書き込むデータを記述したMicrosoft

Excel ファイルを指定します。

書き込みデータを記述したシート名を指

定します。

［段取り替え］が［複数シート］の場合は、

［Sheet%n］となります。

読み込むセルの先頭を指定します。

［参照］をクリックするとExcel上でセル

指定ができます。

書き込むデータのシートタイプを指定し

ます。
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3.4 アクション機能

■「Mailでデータ送信」の場合

プログラムレスでメール送信することができます。

送信するメールの内容は配信データを利用するかMicrosoft Excelで作成しておいたメッセージから

選択できます。

Microsoft Excelのシート例

Key_Code Title Message

1 油圧低下 装置Aの油圧が低下しています。

2 装置停止 装置Aが停止しました。

3 温度上昇 装置Aの温度が上昇しています。

NOTE

メールサーバの設定をします。

OPERATION

①　下記の画面が表示されます。

Microsoft Excel で作成しておいたメッ

セージを送信する場合設定します。

配信データとkey_Code が一致するとそ

の行のデータを題名と本文として送信し

ます。

送信者のメールアドレスを設定します。

送信先のメールアドレスを設定します。

固定メッセージを送信する場合に設定し

ます。
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3.4 アクション機能

Microsoft Excelのシート、またはMicrosoft Accessのテーブル例

Data Base Table Device Field Type

DBA table1 D100 field1 2

DBA table1 D101 field2 2

DBB table2 D102 field1 2

■「データベースへのアップロード」の場合

Microsoft Excel、またはMicrosoft Access で指定されたデバイスレスのデータを読み込み、

指定されたリレーショナルデータベースサーバに書き込みます。

Microsoft Excelを用いるとデータは直接リレーショナルデータベースに書き込まれ、Microsoft Access

を用いるとデータを一度Microsoft Access ファイルに書き込んだあとで、リレーショナルデータ

ベースへ書き込みます。Microsoft Access を用いると、リレーショナルデータベースに接続でき

なかった場合でも保存されたデータが、次回アクション起動時にリレーショナルデータベースに書き込

まれます。

NOTE

データベースサーバへアクセスするため

の情報を設定します。

OPERATION

データベースへ直接書き込むか一度ファ

イルに書き込んでからデータベースに書

き込むかを選択します。

ファイルの場所とシート、またはテーブ

ルを指定します。

局名や時間を書き出す場合に選択し、書

き込むフィールド名を指定します。

②　上記画面で[詳細設定］をクリックすると下記の画面が

表示されます。

①　下記の画面が表示されます。

データベースサーバとの通信タイムアウ

ト時間とリトライ回数を設定します。
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3.4 アクション機能

Microsoft Excelのシート、またはMicrosoft Accessのテーブル例

Data Base Table Device Field Type

DBA table1 D100 field1 2

DBA table1 D101 field2 2

DBB table2 D102 field1 2

■「データベースからのダウンロード」の場合

Microsoft Excel、またはMicrosoft Access ファイルで指定されたリレーショナルデータベースサー

バのデータを読み込み、指定されたデバイスアドレスに書き込みます。

Microsoft Excel を用いるとリレーショナルデータベースのデータを直接、指定デバイスアドレスに

書き込みます。Microsoft Access を用いるとリレーショナルデータベースのデータを一度Microsoft

Access ファイルに書き込んだあとで、指定デバイスアドレスへ書き込みます。

NOTE

データベースサーバへアクセスするため

の情報を設定します。

OPERATION

データベースのデータを直接書き込む

か、一度ファイルに書き込んでから指定

デバイスアドレスに書き込むかを選択し

ます。

ファイルの場所とシート、またはテーブ

ルを指定します。

②　上記画面で[詳細設定］をクリックすると下記の画面が

表示されます。

①　下記の画面が表示されます。

データベースサーバとの通信タイムアウ

ト時間とリトライ回数を設定します。
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3.4 アクション機能

3.4.3 アクション設定

② [OK]を選択すると、配信情報一覧にアクションが追加さ

れます。

① 配信条件、配信局のシンボル名を設定します。受信局の

シンボル名にはアクション名を選択します。

NOTEOPERATION

登録されたアクション機能を配信設定する方法について説明します。

設定したアクションには、ネットワークプロジェクトファイルをGP に転送することで有効

になります。

アクション機能は、配信情報の設定にて設定します。[配信情報]ダイアログボックスを表示

した状態から説明します。

受信局のWindows 搭載コンピュータでの

みアクション名を選択できます。

配信設定については、

参照→ 3.3 配信の設定

アクションコンテンツを使用するには、

アクションの登録を行っておく必要があ

ります。

参照→ 3.4.1. アクション登録
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3.5 DDE機能

Pro-Serverは、DDEサーバー機能を内蔵しているため、DDEクライアント機能を持ったアプ

リケーションとのデータ交換が可能です。メイン画面を開いている状態から説明します。

② メニューバーより[プログラミング補助(P)]の[DDE:アイ

テムコピー]を選択します。または、シンボル名を右ク

リックして[DDE:アイテムコピー]を選択することができ

ます。

NOTEOPERATION

③ 以下のダイアログボックスが表示されます。DDE機能をサ

ポートしている市販のソフトを使用することができます。

クリップボードにコピーされた文字
は、Microsoft Excelのメニュー
[編集]→[貼り付け]または、[Ctrl]
+[V]で貼り付けられます。

① シンボル名を選択します。

④ 市販されているMicrosoft Excel のセルへコピーします。

■DDE補助:アイテムコピー

Excelのクライアント機能は書き込
みをサポートしていないため、DDE
機能では書き込みができません。書
き込みを行う場合は、VBA機能をご
使用ください。

 Excel はトピック名、アイテム

名に全角文字や半角カタカナをサポート

していませんので、Excelで DDE機能を

使用する場合は、局名、シンボル名に全

角文字や半角カタカナを使用しないでく

ださい。

シンボルのデータタイプが文字

列の場合、EXCELのセルにコピーした直

後は先頭の1文字しか表示されません。

EXCELのセルを編集して、必要な文字数

を追加してください。

例)

=PROSERVER|GP1!’SYMBOL .*20’

!の後を’’で囲ってください。

参照→ 付.1 DDE機能の詳細
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パソコン内LS 領域を指定

上位パソコンを指定

◆パソコン内部にLSエリアを設定する場合

配信機能を利用して、パソコン内部(Pro-Server)LSエリアに領域を設定し、定期的にPLC

からGPを素通りしてデータを取り込み、DDEでその領域を読み出すように設定すると比較

的速く更新されます。

◆GPの読み込みエリアを使用する場合

GP内部のLSエリアに読み込みエリアを設定することにより定期的にGPがPLCのデータを取り込

みます。DDEでこのエリアをアクセスすると比較的速く読み書きできます。

NOTEOPERATION

① 上位パソコンを参加局に設定します。

② 上位パソコンを指定します。

③ パソコン内LS エリアを指定します。

参加局の詳細説明は、

参照→ 3.1 ネットワーク参加局の設定

配信の詳細説明は、

参照→ 3.3 配信の設定

Pro-Server

LSエリア

パソコン GP PLC

DDEアプリケーション

LSエリア

パソコン GP PLC
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3.6 VBA/VC 機能補助

Pro-Serverでは、VBAや VCアプリケーションと読み込み関数や読み込み関数を利用して

データを読み書きできます。ここでは、プログラミング補助機能を使ってExcelから指定シ

ンボルにデータを書き込む方法を説明します。

② 宣言文がクリップボードにコピーされます。

NOTEOPERATION

■VBA:宣言文

③ Microsoft Excel を起動し、[ツール]から[マクロ]の

[Visual Basic Editor]を選択します。

① [プログラミング補助]から[VBA 宣言文]を選択します。 VB、VC でアプリケーションを開発

する場合は、

参照→　付 . 2 簡易 D L L 機能の詳細

(ProEasy.DLL)
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3.6 VBA/VC補助

NOTEOPERATION

前頁の説明の続きを行います。

⑥ これで関数の宣言は完了です。

⑤ 挿入された標準モジュールに宣言文を貼り付けます。

④ Visual Basic Editor の[挿入]から[標準モジュール]

を選択します。
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3.6 VBA/VC補助

NOTEOPERATION

■VBA:書き込み関数

⑧ メニューバーより[プログラミング補助(P)]の[VBA:書き

込み関数]を選択します。

⑦ シンボル名を選択します。

⑨ 書き込み命令文がクリップボードにコピーされます。
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⑫ ボタンをダブルクリックします。以下のVBA作成画面が表
示されます。

NOTEOPERATION

⑩ Microsoft Excel の[表示]から[ツールバー]の[コン
トロールツールボックス]を選択します。

⑪ コマンドボタンをシートに貼り付けます。

前頁の説明の続きを行います。

コマンドボタン

⑬ VBA 作成画面のプログラム位置に命令文を貼り付けま
す。
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NOTEOPERATION

前頁の説明の続きを行います。

⑭ シンボルを示す PLC のデバイスに実際に書き込みたい

値を入力します。

例）　100 をセットする場合

⑮ Microsoft Excel 上にある[デザイン]をクリックし、

デザインモードを終了します。

コマンドボタン

デザインボタン

⑯ Microsoft Excel 上にあるコマンドボタンをクリックし

ますと、シンボルの示すPLCのデバイスに100という値が

書き込まれます。

デバイスモニタ機能で書き込み確認が簡

単に行えます。

参照→　第5 章 モニタリング

100 という値が書き込まれます。
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3.6 VBA/VC補助

NOTEOPERATION

前頁の説明の続きを行います。

⑭ シンボルを示す PLC のデバイスに実際に書き込みたい

値を入力します。

例）　100 をセットする場合

⑮ Microsoft Excel 上にある[デザイン]をクリックし、

デザインモードを終了します。

コマンドボタン

デザインボタン

⑯ Microsoft Excel 上にあるコマンドボタンをクリックし

ますと、シンボルの示すPLCのデバイスに100という値が

書き込まれます。

デバイスモニタ機能で書き込み確認が簡

単に行えます。

参照→　第5 章 モニタリング

100 という値が書き込まれます。
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3.6 VBA/VC補助

NOTEOPERATION

(参考)ExcelのRange関数を使うと指定したセルのデータをPLCのデバイスに書き込むことが可

能です。Excel画面でセルの値を変更し、コマンドボタンを押す毎に自由に値の入れ替え

が可能です。説明⑪の続きを説明します。

① シンボルの示すPLC のデバイスに実際に書き込みたい値
を入力します。
, ここに値を入れて下さい, の位置に数値を入力します。
例)　セルA1 のデータセットする場合

”IErr=WriteDevice16(’GP1’,’

_ D M 1 0 0 _ W O R D’, R a n g e ( ”A 1 ”)

,1,0)”

② Microsoft Excel 上にある[デザイン]をクリックし、

デザインモードを終了します。

デザインボタン

③ Microsoft Excel 上にあるA1 のセルに100 と書き込み

コマンドボタンをクリックしますとシンボルの示すGP、

PLC のデバイスに100 という値が書き込まれます。

デバイスモニタ機能で書き込み確認が簡

単に行えます。

参照→　第5 章 モニタリング

100 という値が書き込まれます。
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3.7 SRAMバックアップデータ保存機能

3.7 SRAMバックアップデータ保存機能

Pro-StudioでGPがSRAMにバックアップしているデータをアップロードし、CSV形式の
ファイル (Comma Separeted Value format:カンマで区切られたテキスト形式のファイル)
に保存されます。CSVフォーマットをサポートしているExcelやAccessなどでオープンし、
編集することができます。アップロードできるデータ(保存項目)は8種類です。

② [バックアップ]画面が表示されます。ネットワーク参加
局と保存項目を設定し、保存するファイル名を選択し、[保
存]をクリックしてください。

① メニューバーより[ツール(T)]の[SRAMバックアップデー

タの保存]を選択します。

NOTENOTENOTENOTENOTEOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATION

各データについては、参照→「GP-
PRO/PBⅢ for Windowsタグリファレ
ンス」
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3.7 SRAMバックアップデータ保存機能

NOTEOPERATION

③ 保存経過が表示されます。

保存経過を表示

④ 正常に保存されますと以下の画面が表示されます。

・SRAM バックアップデータ機能で

保存したファイルをExcelで開く

場合、Excelを起動し、メニュー

バーの[ファイル(F)]→[開く(O)]

を選択し、[ファイルの種類(T)]で

[テキストファイル(*.prn:*.txt:

*.csv)]を選択してください。

前頁の説明の続きを行います。
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3.8 セキュリティ機能

3.8 セキュリティ機能

Pro-Serverでは、PLCや GPデータ保護のためセキュリティ機能を設けています。セキュリ

ティ機能には以下のものがあります。

・ ユーザーレベルを切り分けるパスワード(ユーザーレベルパスワード)

・ 未登録のパソコンからのアクセスを保護するパスワード(リモートパスワード)

② パスワード設定画面が表示されます。パスワードの有無

を選択します。[パスワード有り]に選択した場合は、すべ

ての項目を設定し、[OK]をクリックしてください。

① メニューバーより[設定]の[パスワード設定]を選択します。

NOTEOPERATION

パスワードを設定した場合、Pro-

Serverを起動した際、始めに以下

のパスワード画面が表示されます。

パスワードを入力してください。

モードによる権限は、以下の表のとお

りです。

各機能の詳細説明は、

参照→ Pro-Studio ヘルプ

モード
設定
変更

データ
書込

データ
読出

設計者 ○ ○ ○

リード/ライト × ○ ○

リードオンリー × × ○

リード/ライト不可 × × ×

Pro-Serverでは、ユーザーレベルをパスワードで切り分けることにより、実行できる機能

を制限することができます。

・ 登録したパスワードは絶対に忘れないでください。パス

ワードを忘れた場合は、ログオンできなくなります。

設定変更:

配信情報の設定変更など

データ書き込み:

デバイスモニターによるデータの書き込み

データ読み出し:

デバイスモニターによるデータの読み出し

3.8.1 ユーザーレベルパスワードの設定
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3.8 セキュリティ機能

② [ネットワークの設定]ダイアログボックスが表示されま

す。[ネットワーク全体のリモートパスワード]を設定し、

[OK]を選択します。

① メニューバーより[設定]の[パスワード設定]を選択します。

NOTEOPERATION

ネットワーク参加局に登録されて

いないパソコンから参加局を選択

し、メニューバーより[ツール]の

[リモート接続]を選択すると、パ

スワードを訪ねるダイアログボッ

クスが表示されます。

3.8.2 リモートパスワードの設定

ネットワーク登録されていないパソコンからの不正なアクセスを防ぐために、ネットワーク

全体にパスワードを設定できます。

ネットワーク参加局に登録されていないパソコンからリモート接続を行うと、パスワードを

訪ねるダイアログボックスが表示されますので、ここで設定されたパスワードを入力する

と、リモート接続できます。

・ 登録したパスワードは絶対に忘れないでください。パス

ワードを忘れた場合は、ネットワーク参加局に参加してい

ないパソコンからリモート接続できなくなります。
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3.9 システムの設定

3.9 システムの設定

Pro-Server、Pro-Studioの各種設定を行います。メイン画面を開いている状態から説明し

ます。

① メニューバーより[設定]の[システム設定]を選択します。

NOTEOPERATION

② [システム設定]画面が表示されます。すべての項目の設定

を行い、[OK]をクリックしてください。

・ <ポーリング周期>

各シンボルのデータ収集や書き込み処理および、配信機能、

デバイスモニター機能のポーリング周期は、使用する環境

条件(GPの台数、画面上のタグ数、PLCとの接続形態、

Windows上で同時に動作しているアプリケーションの量)など

によって、設定した周期では動作しない場合があります。周

期[0]に設定すると可能な限り高速に動作しますので、これ

で実力値を把握し、システムをチューニングしてください。

・ WindowsのスタートアップにPro-Serverのショートカットを

作成すれば、[ネットワークプロジェクトの自動ロード設定]

で指定されたネットワークプロジェクトでPro-Serverが自動

起動します。

[DDEポーリング周期]

ここで設定されたDDEポーリング周

期が、シンボル登録時のポーリング

周期の初期値になります。

[GP-PRO/PBⅢ for Windowsフォルダ]

GP-PRO/PBⅢ for Windowsのインス

トールされているフォルダを指定し

ます。通常は「C:¥ProPBWin¥」です。

[ネットワークプロジェクトの自動

ロード設定]

指定されたネットワークプロジェク

トファイルがPro-Server起動時に自

動でロードされます。

モードによる権限については、

参照→ 3.8.1ユーザレベルパスワードの設

定

その他の各項目の詳細説明は、

参照→ Pro-Studioヘルプ
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3.10 ネットワーク設定

③ [詳細設定]画面が表示されます。すべての項目の設定を行

い、[OK]をクリックします。

NOTEOPERATION

② [ネットワーク設定]画面が表示されます。すべての項目の

設定を行い、[OK]をクリックします。

詳細設定を行う場合は、[詳細設定]をクリックします。

3.10 ネットワーク設定

使用するポート番号を変更したい場合に設定を行います。設定されたポート番号から連続

する10のポートを使用します。初期設定は8000で、8000～ 8009を使用します。メイン画

面を開いている状態から説明します。

① メニューバーより[設定]の[ネットワーク設定]を選択し

ます。

ポート番号は設定された値から連続する

10の番号を使用します。

［ネットワーク全体のリモートパスワー

ド］については、

参照→ 3.8.2リモートパスワードの設定

［16ビットデバイスへの32ビットアクセ

ス方法］では連続した2つの16 ビット

デバイスをまとめて32ビットデバイス

としてアクセスする場合の順序を選択し

ます。

詳細設定を行う場合は、以下のような注

意が表示されますのでよくお読みになり

[OK]をクリックしてください。

初期値に戻すをクリックしますと、すべ

ての値が初期値に戻ります。
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3.10.1 イーサネットカードの選択

② [イーサネットカード］をクリックすると、［イーサネッ

トカード設定］画面が表示されます。

① メニューバーより［設定］の［ネットワーク設定］を選

択し、［ネットワークの設定］画面を表示させます。

NOTEOPERATION

Pro-Serverを起動するパソコンに2枚以上のイーサネットカードが装備されている場合、

Pro-Serverが使用するイーサネットカードを選択する必要があります。イーサネットが1枚

の場合は、ここでの設定は変更する必要はありません。

この機能はWindows95 では使用できません。

 設定を変更した場合はPro-Server

およびPro-Studioを再起動する必要があ

ります。

③ Pro-Server で使用するIPアドレスを選択し、［OK］をク

リックします。
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3.11 印刷

Pro-Studioで設定された内容を印刷します。

印刷される内容は以下のとおりです。

・ ネットワーク参加局リスト

IPアドレス、サブネットマスク、PLC タイプ

・ 参加局ごとの登録されているシンボル情報

シンボル名、シンボルタイプ、デバイスアドレス、データタイプ、ポーリング周期

・ 参加局ごとの登録されている配信情報

配信タイトル、配信情報（配信条件、シンボル名、チェック周期、配信局、受信局な

ど）

② [通常使用するプリンタに設定]に指定されているプリンタ

から印刷されます。

① メニューバーより[ファイル(F)]の[印刷(P)]を選択します。

NOTEOPERATION

ネットワークプロジェクトファイ

ル（＊.npj）が開かれていない場合

は、印刷するネットワークプロ

ジェクトファイル（＊.npj）を尋ね

るダイアログボックスが表示され

ます。

印刷できる用紙はA4 縦書きのみです。
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4.1 GPへの転送

Pro-Studioでの設定ファイル[ネットワークプロジェクトファイル(*.npj)]＋ GP-PRO/PBⅢ

for Windowsの画面データ[プロジェクトファイル(*.prw)]を GPへ転送する方法を紹介しま

す。

4.1 GPへ転送

① メニューバーより[設定(S)]の[2Way ドライバ(W)]を選

択します。

NOTEOPERATION

画面作成ソフトGP-PRO/PBⅢ for Windowsからネットワークプロジェクトと局名を選択し、

GPに転送します。GP-PRO/PBⅢ for Windowsで転送のための画面を開いている状態から詳

しく説明します。

オンラインで画面転送すると、

GP は一旦転送画面になります。転送終

了後、初期画面に戻ります。

 GP-PRO/PBⅢ for Windowsに

てネットワークプロジェクトファイルを

転送する場合は転送ケーブルにて転送し

ます。

② [2Wayドライバ設定]画面が表示されます。[ドライバタイ

プ]を選択します。 転送先のGPが GP77Rシリーズの場

合、[2Wayドライバを使用]の チェックボッ

クスは、必ず、  チェックしてください。

チェックを付けていない場合、2Wayドライ

バは有効になりません。

GP2000シリーズ、GLC2000シリーズは初期

状態でチェックが付いています。

・GP-PRO/PB Ⅲ for Windows からネットワークプロジェクトファイ

ル(*.npj)を転送するためには、2Way ドライバがパソコンにインストー

ルされている必要があります。参照→ 2.1 インストール方法

第4章　GPセットアップ
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4.1 GPへの転送

NOTEOPERATION

前頁の続きを説明します。

④ ネットワークプロジェクトファイルと対象局を設定し

[OK]をクリックしてください。

⑤ [画面を送信(S)]または、画面転送アイコンを選択しGP

に転送してください。

画面送信

アイコン

⑥ エラーメッセージが出なければ、GPのセットアップは完

了です。

③ ネットワークプロジェクトを設定するには、[選択]をク

リックしてください。すべての項目の設定を行い、[OK]を

クリックしてください。
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5.1 デバイスモニタ

5.1 デバイスモニタ

5.2 ステータスモニタ

　モニタリングの紹介をします。

5.1 デバイスモニタ

選択したデバイスをモニタする事ができ、通信確認が簡単に行えます。

デバイスモニタからIPアドレスとデバイスアドレスを、直接入力する事もできます。

② メニューバーより[ツール(T)]の[デバイスモニタ]を選

択します。

NOTEOPERATION

シンボルを右クリックして[デバイスモ

ニタ]を選択することもできます。

① モニタしたいシンボル名を選択します。

シンボル名が一覧表示されています。

第5章　モニタリング
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5.1 デバイスモニタ

NOTEOPERATION

④ 設定し[OK]をクリックしてください。

前頁の続きを説明します。

・整数部、小数部の桁数は、最大桁

数は15桁です。

③ デバイスをモニタリングすることができます。ポーリング
時間や少数表示などの設定を変更したい場合は、[ポーリン
グ周期]をクリックしてください。

IPアドレスとデバイスアドレスを、

直接入力する事もできます。

各項目の詳細説明は、

参照→ Pro-studio ヘルプ

各項目の詳細説明は、

参照→ Pro-Studio ヘルプ

＜ポーリング周期＞

各シンボルのデータ収集や書き込み

処理および、配信機能、デバイスモ

ニター機能のポーリング周期は、使

用する環境条件(GPの台数、画面上

のタグ数、PLCとの接続形態、

Windows上で同時に動作しているア

プリケーションの量)などによって、

設定した周期では動作しない場合が

あります。周期[0]に設定すると可

能な限り高速に動作しますので、こ

れで実力値を把握し、システムを

チューニングしてください。
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5.2 ステータスモニタ

5.2 ステータスモニタ

接続されているGPごとの情報を表示でき、GPの状態を随時知ることができます。

② メニューバーより[ツール(T)]の[ステータスモニタ]を

選択します。

NOTEOPERATION

③ GPの状態をモニタリングすることができます。ポーリング

時間の設定を変更したい場合は、[設定]をクリックしてく

ださい。

局名を右クリックして[ステータスモニ

タ]を選択することもできます。

各機能の詳細説明は、

参照→ Pro-Studio ヘルプ

① モニタしたい局名を選択します。

ネットワークに参加している局名が表示

されています。
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5.2 ステータスモニタ

NOTEOPERATION

前頁の続きを説明します。

④ 設定し[OK]をクリックしてください。
＜ポーリング周期＞

各シンボルのデータ収集や書き込み

処理および、配信機能、デバイスモ

ニター機能のポーリング周期は、使

用する環境条件(GPの台数、画面上

のタグ数、PLCとの接続形態、

Windows上で同時に動作しているア

プリケーションの量)などによって、

設定した同期では動作しない場合が

あります。同期[0]に設定すると可

能な限り高速に動作しますので、こ

れで実力値を把握し、システムを

チューニングしてください。
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6.1 ネットワークプロジェクトの転送

6.1ネットワークプロジェクトの転送

6.2 変更した画面データのみをGPへ転送

6.3参加局の検索

イーサネット経由で行うメンテナンスを紹介します。

Pro-Studioで配信情報を修正した場合など設定を変更したネットワークプロジェクトファ

イル(*.npj)をセットアップ済みのGPへイーサネット経由で転送する方法を紹介します。

③ [ネットワークプロジェクトの転送]画面が表示されます。

ネットワークプロジェクトファイルがGP へイーサネット

経由で転送されます。

② メニューバーより[ツール(T)]の[ネットワークプロジェ

クトの転送]を選択します。

NOTEOPERATION

① ネットワーク参加局から転送先のGP を選択します。

編集中のネットワークプロジェクトファイ

ルは、一旦保存しないと転送できません。

第6章　イーサネット経由メンテナンス

6.1 ネットワークプロジェクトの転送
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6.2 変更した画面のみをGPへ転送

6.2 変更した画面データのみをGPへ転送

② 転送設定画面の[転送先タイプ]-[イーサネット]を選択

し、[OK]をクリックします。

NOTEOPERATION

画面作成ソフトGP-PRO/PBⅢ for Windowsで変更した画面データのみをGPへイーサネット

経由で転送する方法を説明します。GP-PRO/PBⅢ for Windowsで転送のための画面を開いて

いる状態から説明します。

セットアップ済みのGP に変更した画面

のみを転送する場合にイーサネット経

由転送が可能です。

GP2000 シリーズではイーサネット経由

でのセットアップも可能です。

各機能の詳細説明は、

参照→ GP-PRO/PB Ⅲ for Windows

ヘルプ

オンラインで画面転送すると、

GP は一旦転送画面になります。転送終

了後、初期画面に戻ります。

① メニューバーより[設定(S)]を選択します。
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6.2 変更した画面のみをGPへ転送

③ [画面を送信(S)]または、画面送信アイコンを選択しGPに

転送してください。

NOTEOPERATION

前頁の続きを説明します。

画面送信

アイコン

画面転送を行っている時は、以下のよう

な画面がGP に表示されます。

イーサネットを使用する場合のGP 本体

側の設定は、　

参照→ 付 .5 GP 本体側のイーネット

設定

 GP-PRO/PB Ⅲ for Windows

Ver.4.0 からは画面データのみ転送され

ます。ネットワークプロジェクトファイ

ルの内容は転送されません。

このことにより、複数のGPに同一画面

を一括転送することが可能となります。

ネットワークプロジェクトファイルの内

容を変更した場合、Pro-Studioの[ツー

ル]メニューから[ネットワークプロジェ

クトの転送]を選んで転送できます。

参照→ 6.1 ネットワークプロジェクト

の転送
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6.3 参加局の選択

現在稼働中のGPと PCの一覧表示ができます。この時、ネットワークプロジェクトファイル

(*.npj)にない局があれば、その場で登録する事もできます。参加局についてメイン画面を

開いている状態から説明します。

② 以下のダイアログボックスが表示されます。参加局に登録

する場合は、[参加状態]の[未参加]の部分をクリックして

から、[参加させる]をクリックします。

① メニューバーより[ツール(T)]の[参加局の検索]を選択

します。

NOTEOPERATION

② 以下のダイアログボックスが表示されます。参加局に登録

されます。

6.3 参加局の検索

ネットワーク接続されたGP を自動検索

する機能です。検索されたGP からは、

PLCタイプなども自動に呼び出し設定さ

れるので、手軽に参加局登録を行うこ

とができます。
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付.1 DDE機能の詳細

付.1 DDE機能の詳細

付.2 簡易DLL機能の詳細(ProEasy.DLL)

付 .3 OPCサーバー

付.4 エラーメッセージ

付.5 GP本体側のイーサネット設定

Pro-Serverは、DDEサーバー機能を内蔵しており、DDEクライアント機能を持ったアプリ

ケーションとのデータ交換が可能です。

付.1 DDE機能の詳細

付.1.1 DDEアドレス

DDEサーバーには、アプリケーション名、トピック名、アイテム名の3つの部分で構成され

るアドレスによって送受信することができます。

■ DDEサーバーに接続するためのアドレスについて

アプリケーション名.. DDEサーバーの名前です。Pro-Serverのデータにアクセスする場合

は、｢PROSERVR｣と指定します。

トピック名.......... DDEサーバー上のデータグループの名前です。Pro-Serverでは、

ネットワークに参加しているGPの局名を指定します。

アイテム名.......... DDEサーバー上のデータグループ内にある個別データの名前です。

Pro-Serverでは、GPに接続されているPLCのデバイスアドレスを指

定します。これは、Pro-Studioで定義したシンボル名をそのまま使

用できます。
◆ アドレス指定例

=PROSERVR|GP局名!シンボル名
↑

↑

IPアドレスを直接記述することもできます。

↑

PLCの実アドレスでも設定できます。

例)

IPアドレス160.187.2.101にセットされた三菱タイププロトコルのGP経由で三菱PLCから

D100のデータを読み出す場合、以下のように指定してください。

=PROSERVR|’160.187.2.101’!’D100’

付録



付-2

付.1 DDE機能の詳細

付.1.2 Deviceアドレスのオプション

Pro-Studioで定義したシンボル名を使用する場合は、シンボルのデータタイプとポーリン

グ周期が自動的に有効になります。Deviceアドレスを直接指定する場合には、オプション

としてデータタイプとポーリング周期を指定できます。

■ データタイプについて

データタイプを以下に示します。

データタイプ 内容

データ形式 値

Bit Data .BIT 0 または 1

Unsigned Word(Default) .WORD 0 から65,535

Signed Word .+WORD -32,768 から 32,767

HEX Word .HEX 0000 から FFFF

BCD Word .BCD 0 から 9,999

Unsigned Long Word .DWORD 0 から 4,294,967,295

Signed Long Word .+DWORD -2,147,483,648 から 2,147,483,647

HEX Long Word .HEXDWORD 00000000 から FFFFFFFF

BCD Long Word .BCDDWORD 0 から 99,999,999

Float .FLOAT -9.9E+16 から 9.9E+16

String .STRING .*length 文字列(default length = 1) *1

*1 データタイプがStringの場合、lengthは最大文字数です。また、途中にNull Dataが

ある場合は、そこまでの文字列のみがデータとして送受信されます。
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付.1 DDE機能の詳細

■ ポーリング周期について

.****：ポーリング周期をms単位で指定します。

デフォルトポーリングタイムは、1秒(1000ms)です。

◆ データタイプ/ポーリング周期

データタイプまたは、ポーリング周期を指定する場合は、”.”(ピリオド)の前に＿(スペー

ス)または、”,”(カンマ)で区切ってください。

＜ポーリング周期＞

・ 各シンボルのデータ収集や書き込み処理および、配信機能、

デバイスモニター機能の ポーリング周期は、使用する環境条

件(GPの台数、画面上のタグ数、PLCとの接続形態、Windows

上で同時に動作しているアプリケーションの量)などによっ

て、設定した周期では動作しない場合があります。周期[0]に

設定すると可能な限り高速に動作しますので、これで実力値

を把握し、システムをチューニングしてください。

◆ デバイス指定例

デバイスアドレスD100が BCDデータで、500msでサンプリングしたい場合、以下のように

記述してください。

=PROSERVR|GP局名!’D100 .BCD .500’

↑

D100_.BCD_.500
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付.2 簡易DLL機能の詳細(ProEasy.DLL)

付.2 簡易DLL機能の詳細(ProEasy.DLL )

Visual Basicや Visual Cで作成されたアプリケーションからPLCのデータを読み書きする

ための関数の説明をします。関数は簡易DLL(ProEasy.DLL)で提供され、インストール時に

[C:¥Windows¥System]内に組み込まれます。

ただし、Pro-ServerからSendMessageで結果が返ってくるまで、GetMessageと

DispatchMessageを繰り返すので、スレッドへのメッセージは処理されます。

 ProEasy.DLL のサンプルプログラムはCD-ROM内の[Pro-

SDK]フォルダに入っています。

■Read/WriteDeviceBit関数を使用する場合

pwDataには、wCount数分だけD0ビットから詰めて格納します。

例:wCountが 20の場合

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

PwData 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

PwData + 1 * * * * * * * * * * * * 20 19 18 17

関数名 10進表現 16進表現

Read/WriteDeviceBCD16 0～9999 0000～270F

Read/WriteDeviceBCD32 0～99999999 00000000～05F5E0FF

付.2.1 使用の際の注意事項

■文字列データ関数を使用する場合

文字列データを受け取る変数は、受け取れるだけの十分なデータ領域を確保してください。

・簡易DLLを使用するスレッドから、簡易DLLを使用する前に初期化(EasyInit)を実行し

てください。

・簡易DLLを使用するスレッドが終了する前に、簡易DLLへ終了処理(EasyTerm)を実行し

てください。

これらの処理がされない場合、簡易DLLが使用していたリソースを開放しない場合がありま

す。

初期化、終了処理は1つのアプリケーションにつき、１回にしてください。複数回使用した

場合、簡易DLLから復帰しないことがあります。

連続する複数ビットデータを扱う場合は、Read/WriteDeviceBitよりRead/WriteDevice16

や Read/WriteDevice32で 16/32ビット単位のRead/Writeの方が効率的です。

「*」には不定な値が入ります。アプリケーションプログラムでマスクしてください。

■Read/WriteDeviceBCD16/32関数を使用する場合

PLC内部で、データをBCDとして扱っている場合は、これらの関数を使用します。ただし、

この関数と受け渡しするデータ(pxxDataの内容)は、BCDではなくバイナリーデータとなり

ます。(Pro-Server内部でBCD変換を行っています。)負の数は扱えません。

■マルチスレッド関数でメインスレッド以外のスレッドを使用する場合

簡易DLLを使用するスレッドが、アプリケーションのメインスレッド（アプリケーションが

起動された時に起動し、アプリケーションの終了と共に終了するスレッド）ではなく、そこ

から生成されたスレッドの場合は、以下の処理が必要です。
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ダイレクトRead/Write関数とは、アプリケーションからRead/Writeが実行されると、Pro-

Server から GP を通してPLC のデバイスにアクセスし、その結果がPLC から GP を通して

Pro-Serverに返ってくるまで待つ同期型の関数です。

■ダイレクトRead/Write関数

◆ビットデータ

INT WINAPI ReadDeviceBitD(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceBit(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

◆16ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice16D(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDevice16(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

◆32ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice32D(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD* pdwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDevice32(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD* pdwData,WORD wCount);

◆16ビットBCDデータ

INT WINAPI ReadDeviceBCD16D(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceBCD16(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

◆32ビットBCDデータ

INT WINAPI ReadDeviceBCD32D(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD* pdwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceBCD32(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD* pdwData,WORD wCount);

◆単精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceFloatD(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,FLOAT* pflData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceFloat(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,FLOAT* pflData,WORD wCount);

◆倍精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceDoubleD(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DOUBLE* pdbData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceDouble(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DOUBLE* pdbData,WORD wCount);

◆文字列データ

INT WINAPI ReadDeviceStrD(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPTSTR psData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceStr(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPCTSTR psData,WORD wCount);

◆汎用データ

INT WINAPI ReadDeviceD(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVOID pData,WORD wCount,WORD

wAppKind);

INT WINAPI WriteDevice(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVOID pData,WORD wCount,WORD

wAppKind);

付.2.2 Read/Write関数

■ProEasy.hを VCでコンパイルするとLPVARIANTが未定義エラーになる

Visual C++ Ver.6で Pro-SDK¥VC¥Public¥ProEasy.h又はPro-Studioの[プログラミング補

助]-[VC：宣言文]でクリップボード経由で作成したヘッダをコンパイルするとLPVARIANTが

未定義のエラーになることがあります。　LPVARIANTは afxdisp.hの中で定義されています

ので、これをincludeしていないと未定義エラーになります。これを回避するには、通常は

stdafx.hの中で#include＜ afxdisp.h＞もincludeするようにしてください。
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◆汎用データ(VB用)

INT WINAPI ReadDeviceVariantD(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVARIANT pData,WORD

wCount,WORD wAppKind);

INT WINAPI WriteDeviceVariant(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVARIANT pData,WORD

wCount,WORD wAppKind);

■マルチダイレクトRead/Write関数

◆ビットデータ

INT WINAPI ReadDeviceBitDM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceBitM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

◆16ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice16DM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDevice16M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

◆32ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice32DM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD*

pdwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDevice32M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD*

pdwData,WORD wCount);

◆16 ビット BCD データ

INT WINAPI ReadDeviceBCD16DM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceBCD16M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

◆32 ビット BCD データ

INT WINAPI ReadDeviceBCD32DM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD*

pdwData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceBCD32M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD*

pdwData,WORD wCount);

◆単精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceFloatDM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,FLOAT*

pflData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceFloatM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,FLOAT*

pflData,WORD wCount);

◆倍精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceDoubleDM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DOUBLE*

pdbData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceDoubleM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DOUBLE*

pdbData,WORD wCount);
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◆文字列データ

INT WINAPI ReadDeviceStrDM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPTSTR

psData,WORD wCount);

INT WINAPI WriteDeviceStrM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPCTSTR

psData,WORD wCount);

◆汎用データ

INT WINAPI ReadDeviceDM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVOID

pData,WORD wCount,WORD wAppKind);

INT WINAPI WriteDeviceM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVOID

pData,WORD wCount,WORD wAppKind);

◆汎用データ(VB用)

INT WINAPI ReadDeviceVariantDM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR

bsDeviceName,LPVARIANT pData,WORD wCount,WORD wAppKind);

INT WINAPI WriteDeviceVariantM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR

bsDeviceName,LPVARIANT pData,WORD wCount,WORD wAppKind);

キャッシュRead関数では、一度読み出されたデバイスは、その後Pro-Serverが自動的に

ポーリングを行い、二度目以降の読み出しが高速に応答されます。ポーリング周期は、シン

ボル登録時の周期になります。デバイスアドレスを直接指定した場合のポーリング周期は、

１秒となります。

■キャッシュRead関数

◆ビットデータ

INT WINAPI ReadDeviceBit(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

◆16ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice16(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

◆32ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice32(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD* pdwData,WORD wCount);

◆16 ビット BCD データ

INT WINAPI ReadDeviceBCD16(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD* pwData,WORD wCount);

◆32 ビット BCD データ

INT WINAPI ReadDeviceBCD32(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD* pdwData,WORD wCount);

◆単精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceFloat(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,FLOAT* pflData,WORD wCount);

◆倍精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceDouble(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DOUBLE* pdbData,WORD

wCount);

◆文字列データ

INT WINAPI ReadDeviceStr(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPTSTR psData,WORD wCount);

◆汎用データ

INT WINAPI ReadDevice(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVOID pData,WORD wCount,WORD

wAppKind);
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◆汎用データ(VB用)

INT WINAPI ReadDeviceVariant(LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVARIANT pData,WORD

wCount,WORD wAppKind);

■マルチキャッシュRead関数

◆ビットデータ

INT WINAPI ReadDeviceBitM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

◆16ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice16M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

◆32ビットデータ

INT WINAPI ReadDevice32M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD*

pdwData,WORD wCount);

◆16 ビット BCD データ

INT WINAPI ReadDeviceBCD16M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,WORD*

pwData,WORD wCount);

◆32ビットBCDデータ

INT WINAPI ReadDeviceBCD32M(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DWORD*

pdwData,WORD wCount);

◆単精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceFloatM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,FLOAT*

pflData,WORD wCount);

◆倍精度浮動小数点データ

INT WINAPI ReadDeviceDoubleM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,DOUBLE*

pdbData,WORD wCount);

◆文字列データ

INT WINAPI ReadDeviceStrM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPTSTR

psData,WORD wCount);

◆汎用データ

INT WINAPI ReadDeviceM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVOID pData,WORD

wCount,WORD wAppKind);

◆汎用データ(VB用)

INT WINAPI ReadDeviceVariantM(HANDLE hProServer,LPCTSTR bsNodeName,LPCTSTR bsDeviceName,LPVARIANT

pData,WORD wCount,WORD wAppKind);
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値 データタイプ 値 データタイプ

1 Bit 7 Unsigned 32 Bit

2 Signed 16 Bit 8 HEX 32 Bit

3 Unsigned 16 Bit 9 BCD 32 Bit

4 HEX 16 Bit 10 Float

5 BCD 16 Bit 11 Double

6 Signed 32 Bit 12 String

Function シンボルのデータタイプ

Bit 16Bit 32Bit Float Double String

S/U/HEX BCD S/U/HEX BCD

XXXDeviceBit O - - - - - - -

XXXDevice16 - O - - - - - -

XXXDevice32 - - - O - - - -

XXXDeviceBCD16 - - O - - - - -

XXXDeviceBCD32 - - - - O - - -

XXXDeviceFloat - - - - - O - -

XXXDeviceDouble - - - - - - O -

XXXDeviceStr - - - - - - - O

XXXDevice O O O O O O O O

<戻り値>

正常終了：0

異常終了：エラーコード(別表参照)

<引数>

bsNodeName ..... 局名(文字列)へのポインタ

Pro-Studioで登録された参加局の局名、またはIPアドレスを直接記述

例1) 局名で指定する場合 “GP”

例2) IPアドレスを直接指定する場合 “92.9.201.1”

bsDeviceName ... Read/Writeするシンボル(文字列)へのポインタ

Pro-Studioで登録されたシンボル名、またはデバイスアドレスを直接記述

例1) シンボルで指定する場合 “SWITCH1”

例2) デバイスアドレスを直接指定する場合 “M100”

pxxData......... Read/Writeデータへのポインタ

wCount .......... Read/Writeデータ数(1～ 255)

Read/WriteDeviceStr関数の場合、文字列データのデータ数は1バイト単位です。シン

ボルが16ビット幅のデバイスの場合は2文字、32ビット幅のデバイスの場合は4文字単

位で指定してください。

wAppKind........ データタイプ指定

Read/WriteDevice関数は、データタイプをパラメータで指定するので、動的にデータタ

イプを変更できます。
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付.2.3 その他の関数

■マルチスレッドハンドルの取得

HANDLE WINAPI CreateProServerHandle();

<戻り値>

正常終了：0以外(ハンドルコード)

異常終了：0

■マルチスレッドハンドルの解放

INT WINAPI DeleteProServerHandle(HANDLE hProServer);

<戻り値>

正常終了：0

異常終了：エラーコード

■ネットワークプロジェクトファイルのロード

◆シングル

INT WINAPI EasyLoadNetworkProject(LPCTSTR sDBName,DWORD dwSetOrAdd = TRUE);

◆マルチ

INT WINAPI EasyLoadNetworkProjectM(HANDLE hProServer,LPCTSTR sDBName,DWORD dwSetOrAdd = TRUE);

<戻り値>

正常終了：0

異常終了：エラーコード

<引数>

sDBName......... ネットワークプロジェクトファイルのパス名とファイル名(文字列)への

ポインタ

dwSetOrAdd ..... リザーブ(1固定)

■エラーコードの文字列変換

BOOL WINAPI EasyLoadErrorMessage(INT iErrorCode,LPTSTR osErrorMessage );

<戻り値>

0以外：正常終了

0：文字列変換に失敗(使用されていないエラーコードなど)

<引数>

iErrorCode ....簡易DLLのエラーコード

osErrorMessage 変換された文字列を格納する領域へのポインタ

(512バイト以上を確保してください)

参照→ 付4.1 Pro-Server with Pro-Studio for Windows　エラーメッセージ
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付.2 簡易DLL機能の詳細(ProEasy.DLL)

値 種類

0 Reserve

1 ファイリングデータ

2 ロギングデータ

3 折れ線データ

4 サンプリングデータ

5 アラームブロック1

6 アラームヒストリーデータ、アラームブロック2

7 アラームログデータ、アラームブロック3

8以降 Reserve

値 方法 備考

0
新規ファイルを作成して保
存します。

すでにファイルが存在する場合は、削除
後上書きします。

1
既存のファイルに追加保存
します。

ファイルが存在しない場合は、新規作成
します。

■SRAMバックアップデータの読み出し関数

◆シングル

INT WINAPI EasyBackupDataRead(LPCTSTR sSaveFileName,LPCTSTR sNodeName,INT BackupDataType,INT

SaveMode);

◆マルチ

INT WINAPI EasyBackupDataReadM(HANDLE hProServer,LPCTSTR sSaveFileName,LPCTSTR sNodeName,INT

BackupDataType,INT SaveMode);

<戻り値>

正常終了：0

異常終了：エラーコード(別表参照)

<引数>

sSaveFileName .. 保存先ファイルのパス名とファイル名(文字列)へのポインタ

sNodeName....... 局名(文字列)へのポインタ

BackupDataType . 読み出すデータの種類

SaveMode........ 保存方法
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■SRAMバックアップデータの書き込み関数

◆シングル

INT WINAPI EasyBackupDataWrite(LPCTSTR sSourceFileName,LPCTSTR sNodeName,INT BackupDataType);

◆マルチ

INT WINAPI EasyBackupDataWriteM(HANDLE hProServer,LPCTSTR sSourceFileName,LPCTSTR sNodeName,INT

BackupDataType);

<機能>

指定されたバイナリーファイルをGP内のSRAMに書き込みます。

<引数>

hProServer ........ Pro-Serverのハンドル

sSourceFileName ... GPの SRAMに書き込み値の入ったファイルのファイルパス

sNodeName.......... 書き込み先GPの局名（この局名はすでにPro-Server/ネットワーク

プロジェクトに登録されている必要があります。

BackupDataType .... 書き込むファイルの種類（Ver2.0でサポートしているのは

Easy_BackupDataType_FILING（ファイリングデータ）のみです。

<戻り値>

正常終了：0

書き込み異常発生：0以外（エラーコードについては別表参照)
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■簡易DLLの初期化

INT WINAPI EasyInit( );

<戻り値>

正常終了：0

異常終了：エラーコード

マルチスレッドタイプのアプリケーションの場合、簡易DLLを使用するスレッドから呼び出

してください。参照→ 付2.1 関数を使用する場合の注意事項

■簡易DLLの終了

INT WINAPI EasyTerm( );

<戻り値>

正常終了：0

異常終了：エラーコード

マルチスレッドタイプのアプリケーションの場合、簡易DLLを使用するスレッドから呼び出

してください。参照→ 付2.1 関数を使用する場合の注意事項

（簡易DLLの VBで作成するサンプルの一例）

＜宣言文＞

Private Declare Function ReadDevice16 Lib”ProEasy.DLL”

(ByVal bsNodeName As String, ByVal bsDeviceName As String,

 ByRef pwData As Integer, ByVal wcount As Integer) As Long

＜変数の宣言＞

Dim Data1 As Integer

Dim Node As String

Dim Device As String

Private Sub Read_click()

Node=ReadNode.Text
　　　　　　　　　　　　　　　　 　

Device=ReadDevice.Text

lErr=ReadDevice16(Node,Device,Data1,1)　 　読込関数

End Sub　  　　　　  局番　デバイスアドレス

　　　　　　　　　(シンボルで直接対応することも可）　

VBで作成したテキストボックスの入力により局番
とデバイスアドレスを作成している　
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付.3 OPCサーバー

対応OS
(日本語または英語)

Windows NT
Windows 2000

ハードディスク容量 100Mバイト以上

必要メモリ 64Mバイト以上

■ OPCサーバーの動作環境

Pro-Server用 OPCサーバーをインストールすることで、OPCクライアント機能を持ったアプ

リケーション(iFIX、Collect-Pro等）が使用できます。

OPC I/Fとして以下の3種類があります。

��OPCクライアントにDLLとしてのOPC I/F(In-Process Server)

� 同一PC上に存在するOPCクライアントにEXE形式でのOPC I/F(Local Server)

� 別のPCに存在するOPCクライアントにEXE形式でのOPC I/F(Remote Server)

■ 読み込み機能・書き込み機能

読み込み機能・書き込み機能にはそれぞれ同期処理と非同期処理があり、読み込み処理方法

としてCACHEと DEVICEという2通りがあります。書き込み処理方法はDEVICEのみとなりま

す。

◆同期処理

同期処理はOPCクライアントがOPCサーバの読み込みまたは書き込みが完了するまで処理を

待つ方式です。

◆非同期処理

非同期処理はOPCクライアントからの読み込み要求または書き込み要求を受け付け、完了通

知をCALLBACKで OPCクライアントへ通信する方式です。OPCクライアントは通知を受ける

までは、他の処理を実行することができます。

◆CACHE

CACHEデータはOPCサーバが内部に持っている（定期的に収集している）データに対して要

求を行うことを意味します。Pro-Serverの場合はポーリングツールの内部データとなりま

す。OPCクライアントへデータを返すのが高速になりますが、リアルタイムのデータを提供

することはできません。

◆DEVICE

DEVICEデータは最終ターゲット（PLC)のデータに対して要求を行うことを意味します。現

在のターゲットデータをリアルタイムに提供することが出来ますが。その分データを返すの

がCACHEの場合より遅くなります。

OPCは Windows 95、Windows 98では使用できません。
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以下にOPCサーバーを使用するのに必要な設定項目について説明します。各設定

項目をOPCクライアント側で実施してください。

■ ItemID
ItemIDの書式は以下のようになります。

ItemID = "XXX:DDDDD,SIG,SCL,SCH,EGUL,EGUH"

・XXX ..... アクセスする対象局名（Pro-Serverの参加局名）

・DDDDD ... アクセスするシンボル名、もしくは対象PLCのデバイスアドレス

・SIG ..... シグナルコンディション(省略可、省略時NONE)

対応するシグナルコンディションのタイプ : LIN,BCD,SQRT

・SCL ..... スケール変換する前の下限値(省略可、省略時0)

・SCH ..... スケール変換する前の上限値(省略可、省略時65535)

・EGUL .... EGUの下限値(省略可、省略時0)

・EGUH .... EGUの上限値(省略可、省略時65535)

・ データタイプをVT_BSTRにした場合はSIGに文字数(NUMCHAR)

をバイト数で指定します。その場合、SIG以降のオプションは

無効になります。デフォルトは20バイトです。

例) GP1(参加局名)に接続されているPLCの D100番地(0～ 4096の範囲)を 0～ 100に LIN

変換してアクセスする場合

ItemID = "GP1:D100,LIN,0,4096,0,100"

■ Program ID

付属のOPCサーバーのProgram IDは以下のようになります。

"DIGITAL.OPCPRO.1"

インストール時にレジストリにCLSIDを自動登録しますので、上記Program IDで接続処理

してください。
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付.3 OPCサーバー

■ 初期化ファイル

OPCPRO.INIファイルを編集することで、初期値を変更することができます。OPCPRO.INI

ファイルの記述内容は以下のとおりです。数値は初期値です。

[Server]

Server_MAX=10 (サーバー数)

Group_MAX=10 (グループ数)

Item_MAX=100 (アイテム数)

InproSvr_ScanRate=250 (In-Procサーバー用スキャン周期 単位:ミリ秒)

LocalSvr_ScanRate=500 (Localサーバー用スキャン周期 単位:ミリ秒)

■ データタイプ

付属のOPCサーバーがサポートするVARIANT型のデータタイプは以下のとおりです。

I/Oドライバではアナログデータをすべて4バイトの実数型に変換して内部処理してます。

したがって、VT_I2,VT_I4,VT_UI2,VT_UI4,VT_R8は VT_R4に変換されます。

・VT_I4 4バイト実数型

・VT_I2 2バイト実数型

・VT_UI2 2バイト符号なし整数型

・VT_UI4 4バイト符号なし整数型

・VT_R4 4バイト実数型

・VT_R8 8バイト実数型

・VT_BSTR 文字列型

・VT_BOOL BOOL型
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付.3 OPCサーバー

＜ OPC クライアント側からの接続例（Collect-Pro の場合）＞

OPCクライアントであるCollect-Proを例に接続の方法について説明します。

Collect-Pro設定でタググループの設定画面を起動すると以下の画面が表示されます。

この画面のインタフェースにあるOPCラジオボタンをチェックするとOPCデータボタン

が有効になるので押してください。押すと以下の画面が表示されます。

上記の画面の設定方法を次項に示します。



付-18

付.3 OPCサーバー

[サーバの項目］

・この画面のサーバー部分にあるプログラムIDにOPCサーバ固有のプログラムIDを指定

してください。OPCサーバfor Pro-Serverの場合は“digital.opcpro.1”です。

・次にサーバタイプを指定してください。In-Processサーバであれば“ｲﾝﾌﾟﾛｾｽ”、Local

サーバであれば“ﾛｰｶﾙ”、Remoteサーバであれば“ﾘﾓｰﾄ”のラジオボタンをチェック

してください。

・“ﾘﾓｰﾄ”をサーバタイプとして指定した場合はOPCサーバが実際起動しているパソコン

のコンピュータ名、もしくはIP アドレスをドット記法で指定してください。

［グループの項目］

・グループ部分ではOPCサーバのグループオブジェクトの定義を実施します。OPCサーバ

はグループ単位で読み込み／書き込みをサポートします。

・グループ名は任意の文字列を指定してください。ただし、他に設定したグループ名と

重複してはいけません。省略してもOPCサーバ側で任意にグループ名を割り当ててく

れます。

・読み込み方式には同期と非同期があります。同期はOPCサーバからのリターンがある

までOPCクライアント側が待たされてしまいます。非同期はOPCサーバ側からの完了

通知をコールバックで通知してもらう方式ですのでOPCクライアント側は待たされる

事はありません。

・非同期方式を選択した場合に接続方式を選択しなければなりません。非同期方式には

OPC DA（Data Access）V1.0に準拠したIDataObjectの I/Fと OPC DA V2.0に準拠し

たIConnectionPointsのI/Fがあります。OPCサーバによってはどちらか一方のI/Fし

かサポートしていない場合がありますのでその場合はどちらのI/F であるか確認し、

選択してください。

［タグ登録の項目］

・タグ登録ではTrend-Pro／Collect-Proが扱うタグ名にOPCサーバのItem-IDを割り当

てる処理を行います。タグ名の一覧からタグを選択し、そのタグに割り当てるItem-

IDを“ｱｲﾃﾑID”で指定してください。OPCサーバfor Pro-Server の場合は“参加局

名：PLCのデバイス（もしくはシンボル名），（オプション）”の構成になります。オプ

ション部分は省略可能です。オプションについてはOPCPROヘルプ“Item-IDの設定”

を参照してください。例では“test:tag1”になっています。これは参加局名が“test”

で“tag1”というシンボルに対してアクセスする設定になっています。オプションは

省略しています。

・“ｱｸｾｽﾊﾟｽ“はOPCサーバ側でサポートしている場合に指定してください。OPCサーバfor

Pro-Serverの場合は非サポートなので何も設定しなくてよいです。

・“ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ”にVARIANT型のデータタイプを指定してください。OPCサーバによっては

サポートしていないVARIANT型もありますので注意してください。例では符号付き１

バイトのデータタイプを意味しています。

これらの登録を実行しておけばCollect-Proの収集タスク起動時にOPCサーバと接続し、

収集を開始します
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■ インターフェイス

付属のOPCサーバーがサポートしているインターフェイスは下表のとおりです。

○:サポート、×:未サポート

オブジェクト インターフェイス メソッド 状況 備考
OPCServer IOPCServer AddGroup ○

GetErrorString ○
GetGroupByName ○

GetStatus ○
RemoveGroup ○

CreateGroupEnumerator ○
IOPCServerPublicGroups GetPublicGroupByName ×

 (オプション) RemovePublicGroup ×

IOPCBrowsServerAddressSpace QueryOrganization ○ Flatのみサポート

 (オプション) ChangeBrowsePosition ○ Flatのみのため常にエラーを返す
BrowseOPCItemIDs ○ Flatのみサポート

GetItemID ×
BrowseAccessPaths ×

IPersistFile IsDirty ×
 (オプション) Load ×

Save ×
SaveComplated ×
GetCurFile ×

IOPCItemProperties QueryAvailableItemProperties ○
GetItemProperties ○

LookupItemID ○
OPCGroup IOPCGroupStateMgt GetState ○

SetState ○
SetName ○

CloneGroup ○

IOPCPublicGroupsStateMgt GetState ×

 (オプション) MoveToPublic ×
IOPCSyncIO Read ○

Write ○
IOPCAsyncIO Read ○
 (オプション) Write ○

Refresh ○
Cancel ○

IOPCAsyncIO2 Read ○
Write ○

Refresh ○
Cancel2 ○

SetEnable ○
GetEnable ○

IOPCItemMgt AddItems ○
ValidateItems ○
RemoveItems ○

SetActiveState ○
SetClientHandles ○

SetDatatypes ○
CreateEnumerator ○

IDataObject Dadvise ○
 (オプション) Dunadvise ○

IConnectionPointContainer EnumConnectionPoints ○
FindConnectionPoints ○

IConnectionPoint GetConnectionInterface ○
GetConnectionPointContainer ○

Advise ○
Unadvise ○

EnumConnections ○
IEnumOPCItemAttributes IEnumOPCItemAttributes Next ○

Skip ○
Reset ○
Clone ○

IEnumString IEnumString Next ○
Skip ○
Reset ○
Clone ○

IEnumUnknown IEnumUnknown Next ○
Skip ○
Reset ○
Clone ○
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付.4 エラーメッセージ

付.4.1 Pro-Server with Pro-Studio for Windows エラーメッセージ

Pro-Server with Pro-Studioで発生するエラーメッセージについて説明します。

エラーコードは、メッセージとともにPro-Serverが起動しているパソコンに表示されます。

また、簡易DLL 異常終了時のエラーコードとしても用いられます。

%sには文字列、%??xには16進の数値が入ります。

エラーコード
10進 16進
9300 2454h ネットワークプロジェクトファイルがありません。
9301
:

9329

2455h
:

2471h
予約

9330 2472h リソース不足で実行できません。プログラムを強制終了します。

9331 2473h システムリソースがデットロックしました。プログラムを強制終了します。
9332 2474h システムエラー
9333
:

9339

2475h
:

247Bh
予約

9340 247Ch <%s>ファイルをアクセス中にエラーが発生しました。
9341 247Dh Pro-Serverを使用するアプリケーション数が多すぎます。
9342 247Eh OSのリソース不足（メモリー不足）です。
9343 247Fh 設定されたコネクターは別のアプリケーションで使用されています。
9344 2480h Pro-Serverが未だ起動されていません。データを参照できませんでした。
9345 2481h Pro-Serverが終了されています。データを参照できませんでした。
9346 2482h Pro-Serverが終了されています。処理を継続できません。
9347 2483h Pro-Serverが未だ起動されていません。処理を継続できません。
9348 2484h Pro-Serverを起動できませんでした。
9349 2485h Pro-Studioを起動できませんでした。
9350 2486h 未サポートのコマンドです。処理を継続できません。
9351 2487h ネットワークプロジェクトファイルのロードに失敗しました。
9352 2488h 設定された局名は既に登録されています。
9353 2489h 設定された局名は登録されていません。
9354 248Ah 未サポートのバックアップデータの種類が指定されました。
9355 248Bh ファイルの書込みに失敗しました。
9356 248Ch SRAMバックアップデータ保存用ファイルを作成できませんでした。
9357 248Dh 設定された局名は登録されていません。

9358 248Eh Pro-Serverは既に起動中です。二重起動できません。
9359 248Fh 予約
9360 2490h '%s'の設定がありません。
9361 2491h '%s'に0は設定できません。

9362 2492h
%s'は次のように設定してください。"xxx.xxx.xxx.xxx"xxxには0～255の値
を設定してください。

9363 2493h '%s'は不正な値です。
9364 2494h '%s'として使用できない文字が含まれています。

9365 2495h '%s'が設定されていません。
9366 2496h サーバーからの処理結果が返信されるまで、新たな処理はできません。

9367 2497h
サーバーからの処理結果待ち状態で、アプリケーションが終了しようとしまし
た。

9368 2498h
読み出し可能なモードではないため実行できません。再ログオンしてくださ
い。

9369 2499h
書き込み可能なモードではないため実行できません。再ログオンしてくださ

い。
9370 249Ah 設計者モードではないため実行できません。再ログオンしてください。

メッセージ
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エラーコード メッセージ
10進 16進
9371
:

9399

249Bh
:

24D7h
予約

9400 24B8h
ProEasy.DLLの関数が二重に呼び出されました。PfnApiEasy.DLLの関数は既
に実行中です。

9401 24B9h 指定されたPro-Server用アクセスハンドルは有効ではありません。

9402 24BAh Pro-Serverは停止したため、処理できません。
9403 24BBh OLEの関数でエラーが発生しました、データのコンバートが出来ません。
9404 24BCh データの型変数で変換元のデータに有効なデータがありません／足りません。
9405 24BDh データの型変数で変換元と変換先のデータ型が変換可能な型ではありません。
9406 24BEh 指定された引数が有効な値ではありません。
9407
:

9419

24BFh
:

24CBh
予約

9420 24CCh アクション コンテンツのINIファイル('%s')がオープンできません。
9421 24CDh アクション コンテンツのINIファイル('%s')の'%s'が解析できません。

9422 24CEh
アクション'%s'はネットワークプロジェクトの中にインストールされていな
いアクション コンテンツを使用しています。

9423 24CFh アクションが多すぎて登録できません。
9424 24D0h 指定されたアクションは既に登録されています。
9425 24D1h アクション'%s'が使用するアクション コンテンツが起動できません。
9426
:

9449

24D2h
:

24E9h
予約

9450 24EAh 局名、シンボル名がありません。
9451 24EBh 局名がありません。
9452 24ECh データタイプの設定が不正です。
9453 24EDh 局名とシンボルを区切る '!' がありません。
9454 24EEh シンボル名が登録されていないか、デバイスアドレスではありません。
9455 24EFh 有効なデバイスが指定されていないので処理できません。
9456 24F0h 32ビットデバイスへのワードアクセスはできません。
9457 24F1h アドレスが有効範囲外です。
9458 24F2h データ点数の設定が不正です。
9459 24F3h データ点数の設定が0か範囲を超えています。
9460 24F4h 設定されたシンボルを、デバイスアドレスに変換できません。
9461 24F5h 数値入力エラーです。正しい値を入力してください。
9462 24F6h ライフタイムの指定が不正です。
9463
:

9499

24F7h
:

251Bh

予約

9500 251Ch Pro-Server スケジュール管理スレッド初期化エラー
9501 251Dh Pro-Server LAN管理スレッド初期化エラー
9502 251Eh Pro-Server タイマー管理スレッド初期化エラー
9503 251Fh Pro-Server DDE制御スレッド初期化エラー
9504 2520h Pro-Server API制御スレッド初期化エラー
9505 2521h Pro-Server APIパラメータエラー
9506 2522h レスポンスタイムアウト
9507 2523h Pro-ServerがLANの初期化に失敗しました。
9508 2524h データがありません。
9509 2525h 無効なデバイスです。
9510 2526h 無効なアドレスです。
9511 2527h アドレスが範囲外です。
9512 2528h データタイプエラー
9513 2529h 伝文エラー
9514 252Ah Pro-Serverのキャッシュ機能が初期化できません。
9515
:

9599

252Bh
:

257Eh
予約
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エラーコード メッセージ
10進 16進
9660 25BCh データの読み出しに失敗しました。
9661
:

9699

25BDh
:

25E3h
予約

9700 25E4h 存在しない配信情報に対するファーストトリガ成立コマンドを受信しました。

9701
:

9709

25E5h
:

25EDh
予約

9710 25EEh 存在しない配信情報に対するセカンドトリガ成立コマンドを受信しました。
9711
:

9729

25EFh
:

2601h
予約

9730 2602h
GPがビジーです。画面転送中か、他のPCとの間でSRAMバックアップデータ保

存を実行中です。

9731 2603h
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（アイテムIDが前回と違いま
す。）

9732 2604h
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（データ種別が前回と違いま
す。)

9733 2605h
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（ブロック番号が前回と違いま
す。)

9734 2606h
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（要求データ数が0か,前回と違
います。)

9735
:

9739

2607h
:

260Bh
予約

9740 260Ch
GPがビジーです。画面転送中か、他のPCとの間でSRAMバックアップデータ保
存を実行中です。

9741 260Dh
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（アイテムIDが前回と違いま
す。）

9742 260Eh
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（データ種別が前回と違いま
す。)

9743 260Fh
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（ブロック番号が前回と違いま
す。)

9744 2610h
SRAMバックアップデータ読み出し異常です。（要求データ数が0か,前回と違
います。)

9745

:
9779

2611h

:
2633h

予約

9780 2634h 書き込みでPLCとの通信エラーが発生しました。[詳細コード %02x:%04x]
9781 2635h 設定されたSRAMバックアップデータがGPにはありません。
9782 2636h GPのSRAMバックアップデータが異常です。[詳細コード %04x]
9783
:

9789

2637h
:

263Dh
予約

9790 263Eh リモートアクセス権がありません。(リモート接続されていません)
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付.4.2 2Wayドライバのエラー表とSyslog機能

■エラー表示

2Wayドライバはエラーが発生したとき、以下のエラーをGP画面の左下に表示します。

画面表示 エラー内容

システムエラー システムコールのエラー

2Wayエラー 2wayドライバのエラー

◆システムエラー

システムエラーは致命的エラーです。

◆2Wayエラー

2Wayエラーは2Wayドライバで発生したエラーです。

日本語：2Wayエラー(<原因番号>:<エラー番号1>:<エラー番号2>:<エラー番号3>)

エラー　番号 エラー原因

1 2 3
30 致命的 無効 無効 無効 GPのリソース不足です。
31 致命的 無効 無効 無効 GPのリソースを解放できませんでした。

32 致命的 無効 無効 無効 GPのリソースを解放できませんでした。
40 致命的 無効 無効 無効 IPアドレス、ポート番号が設定されていません。
41 致命的 無効 無効 無効 GLCのコントロールとのシンボル状態が異なります。

51 致命的 無効 無効

プロトコル
スタックの

エラーコー
ド参照

プロトコルスタック呼び出しでエラーが発生した。

F0 警告 0 無効 2580
配信コマンド発行後、配信先のメモリが少ない状態であるため、
デバイス書き込みが無視された。

0 無効 25A8 配信コマンド発行後、配信先で配信情報が見つからなかった。
0 無効 25A9 返信ありの配信コマンド発行後、配信先から返信が来なかった。

1
各種PLC

エラーコード参照
配信コマンド発行後、配信先でデバイス書き込みに失敗した。

原因
番号

エラー
種別
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・ エラー種別が致命的の場合は、2Wayドライバは復帰不可能で

す。

・ エラー種別が警告の場合は、エラーが発生しても2Wayドライ

バ処理を継続します。エラー原因が解消され、GPの画面切り

替えなどを行うと、エラー表示は消えます。

・ 原因番号がF0のとき、エラー文字列の右側に「<エラー発生

日時> ＜配信先IPアドレス＞」が表示されます。

◆プロトコルスタックのエラーコード

プロトコルスタックのエラーコードはGP画面上に表示されます。

エラーコード 内容

1000 初期化で自局IPアドレスの設定エラー

1005 初期化に失敗しました。

1006 通信中止処理に失敗しました。

1007 初期化が正常に終了していない状態で、開設しようとした。

1008 自局ポート番号エラー

1009 相手局ポート番号エラー

100A 相手局IPアドレスエラー

100B UDPにて既に同じポート番号で開設しています。

100C TCPで既に同じ相手と同じポート番号で開設しています。

100D プロトコルスタックが開設を拒否しました。

100E プロトコルスタックが開設失敗を返してきました。

100F コネクションが切断されました。

1010 すべてのコネクションが使用中で、空きコネクションがありません。

1013 相手局からアボートされた。

1030 プロトコルスタックからの返事がない。

1032 相手局より返事がない。
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失敗処理文字列 失敗処理内容

read device デバイス読み出し失敗

write device デバイス書き込み失敗

sync provide, response timeout 配信処理後、配信先からの返信が無い

sync provide, fail to read device 配信処理時のデバイス読み出し失敗

lack memory 2wayドライバのメモリ減少によりコマンドを無視

first trigger on ファーストトリガ有効コマンド失敗

second trigger on セカンドトリガ有効コマンド失敗

backup data read バックアップデータ読み出し失敗

コマンド文字列1 内容
response 返答受信
sync provide 配信
read device デバイス読み出し
write device デバイス書き込み
get node property ノード情報の読み出し
first trigger on ファーストトリガ有効
second trigger on セカンドトリガ有効
backup data read バックアップデータ読み出し

出力レベル 出力するSYSLOGプライオリティレベル
0 なし
1 INFO,
2 INFO,NOTICE
3 INFO,NOTICE,WARNING
4 INFO,NOTICE,WARNING,DEBUG

SYSLOGレベル ECOM動作内容 SYSLOG文字列

INFO ONLINE開始 gp[17]: start online

INFO OFFLINE開始 gp[17]: start offline

WARNING 処理の失敗 gp[17]: bel: fail, <失敗処理文字列> <引数1>
DEBUG デバイス読み出し gp[17]: rdev: <引数2>

DEBUG デバイス書き込み gp[17]: wdev: <引数2>

DEBUG コマンド受信
gp[17]: bel: <コマンド文字列1>, recv from
<IP address>(<port>) <引数3>

DEBUG コマンド送信
gp[17]: bel: <コマンド文字列2>, send to
<IP address>(<port>) <引数3>

DEBUG s201ファイルの読み出し
gp[17]: s201: <コマンド文字列３> <引数４>
send to <IP address>

◆SYSLOG出力内容

　■SYSLOG

Pro-Serverがインストールされたフォルダ内のSYSLOG実行ファイル（SYSLOG.EXE）を起動する

ことにより、確認できます。GPに転送された2Wayドライバは各種動作においてSYSLOGを出力す

ることができます。

SYSLOG出力内容は、オフライン画面の「SYSLOG情報の設定」で出力レベルにより選択する

ことができます。出力レベルと出力するSYSLOGプライオリティレベルの対応は以下の通り

です。
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引数1（ <文字列> = <値> ）
文字列 値 値の表示形式

err エラー番号 16進数
pr ProjectID 16進数
ow OwnerApp 16進数
ma MajorNo 16進数
mi MinorNo 16進数

引数2（ <文字列> = <値> ）
文字列 値 値の表示形式

code デバイスコード 16進数
addr デバイスアドレス 16進数
pack DataPack 16進数
kind DataKind 16進数
count WORD単位のデータ数 16進数
d0 最初のデータ(1WORD) 16進数

引数3（ <文字列> = <値> ）

文字列 値 値の表示形式
pr ProjectID 16進数
ow OwnerApp 16進数
ma MajorNo 16進数
mi MinorNo 16進数
dl DataLen 16進数
va Validity 16進数

引数４（ <文字列> = <値> ）

文字列 値 値の表示形式
rn ResourceNo 16進数
pack DataPack 16進数
kind DataKind 16進数
count ProvidCount 16進数
howto HowTo 16進数
ext ExtDevType 16進数
code デバイスコード 16進数
addr デバイスアドレス 16進数
retry RetryCount 16進数
wait RetryWaitTime 16進数

コマンド文字列2 内容
sync provide, broadcast 配信(一斉通知、返信なし)
sync provide, send each 配信(個別通知、返信なし)
sync provide, broadcast and wait for response 配信(一斉通知、返信あり)
sync provide, send each and wait for response 配信(個別通知、返信あり)
sync provide, response 配信の返答
read device, response デバイス読み出しの返答
write device, response デバイス書き込みの返答
write device, response(retry) デバイス書き込み(リトライ)の返答
get node property, response ノード情報読み出しの返答
first trigger on, response ファーストトリガ有効の返答
second trigger on, response セカンドトリガ有効の返答
backup data read, response バックアップデータ読み出しの返答

コマンド文字列３ 内容
register as sender 配信コマンドを配信者として登録
register as receiver 配信コマンドを受信者として登録
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付.5 GP本体側のイーサネット設定

GPを運転するには、あらかじめ各種設定を行わなければなりません。転送やセットアップ

が終了した後は、オフラインモードのメインメニューが表示されます。

メインメニュー[初期設定]→[動作環境の設定]→[拡張設定]を選択しますと以下の画面が表

示されます。

[1]イーサネット情報の設定

[2]SYSLOG 情報の設定

[3]その他の設定

■拡張設定

画面は設定例です。

・自局IPアドレス
自局 GP側のIPアドレスを設定します。IPアド
レスは全32ビットを8ビットごとの4つの組に
分け、それぞれをドットで区切った10進数で入
力してください。

・サブネットマスク
サブネットマスクを設定します。使用されない
場合は、全て0に設定してください。

・自局ポート番号
自局ポート番号を1025～65525で設定します。設
定された値から連続した10のポートを使用しま
す。

・ゲートウェイ
ゲートウェイのIPアドレスを設定します。（ゲー
トウェイの設定は一つのみです。）ゲートウェイを
使用されない場合は、全て「0」に設定してくだ
さい。

・ホストIPアドレス
SYSLOG出力先(GPSYSLOG.EXEを起動するパソコ
ン)のIPアドレスを設定してください

・ファシリティ
ファシリティを設定してください
(設定範囲:0～23、デフォルト値:1)

・出力レベル
出力レベルを設定してください。
(設定範囲:0～4、初期値:0)

・エラー時のブザー音
2Wayドライバのエラーが発生した時にブザーを鳴
らすかどうかを選択してください。
(初期値:有)

・警告表示
警告が発生した時に表示するかどうかを選択して
ください。
(初期値:有)

・ 2Wayドライバを使用する場合、イーサネットユニットの自
己診断は、オフラインのメインメニュー画面の自己診断で
はなく、以下の画面(拡張設定画面)の自己診断を実行して
ください。



このページは、空白です。

ご自由にお使いください。
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